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地地震震後後にに発発生生ししたた火火災災（（阪阪神神・・淡淡路路大大震震災災のの被被災災地地））倒倒壊壊ししたた家家屋屋（（阪阪神神・・淡淡路路大大震震災災のの被被災災地地））

昨昨年年行行っったた職職員員非非常常参参集集訓訓練練のの本本部部会会議議（（東東大大阪阪市市役役所所））

予
断
を
許
さ
な
い
地
震
…
。

局
地
的
な
大
雨
や
が
け
崩
れ
…
。

自
然
災
害
は
、
い
つ
私
た
ち
を
突
然
襲
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

―
―
そ
の
と
き
、
あ
な
た
の
備
え
は
万
全

で
す
か
。

※６・７面に記事を掲載。

花花園園中中央央公公園園のの多多目目的的遊遊水水地地

雨雨水水をを流流すす増増補補管管のの新新設設工工事事現現場場（（岸岸田田堂堂２２））浸浸水水ししたた永永和和駅駅南南側側（（昭昭和和５５７７年年））

災災
害害
はは

突突
然然
やや
っっ
てて
くく
るる
��

そそ
のの
とと
きき
、、
ああ
なな
たた
のの
備備
ええ
はは
万万
全全
でで
すす
かか
。。

古
紙
配
合
率
１００
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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経常収支比率 ％ 

　人件費　　扶助費 
　繰出金　　公債費　　その他 
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市税収入の推移 
百万円 

　市民税（個人）　市民税（法人） 
　固定資産税　 　都市計画税　　その他 

14 15 16 17 年度 
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受
け
る
と
き
に
は
申
請
を

こ
の
ほ
ど
、
平
成
１７
年
度
普

通
会
計
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。

収

支

平
成
１７
年
度
の
実
質（
累
積
）

収
支
は
、
八
億
千
七
百
万
円
の

黒
字
と
な
り
、
平
成
７
年
度
か

ら
十
一
年
連
続
し
て
黒
字
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
単
年
度
収
支
も
四
億

六
千
百
万
円
の
黒
字
と
な
り
、

平
成
１２
年
度
以
来
五
年
ぶ
り
の

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳

入

市
税
収
入
は
七
百
五
十
一
億

九
千
四
百
万
円
で
、
平
成
９
年

度
以
降
毎
年
減
少
し
て
い
ま
し

た
が
、
八
年
ぶ
り
に
前
年
度
に

比
べ
て
四
億
四
千
九
百
万
円
の

増
収
と
な
り
ま
し
た
。

個
人
・
法
人
市
民
税
は
、
景

気
の
回
復
を
反
映
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
十
二
億
六
千
四
百

万
円
の
増
（
前
年
比
）
と
な
り

ま
し
た
が
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
は
、
地
価
の
下
落
が

ま
だ
止
ま
ら
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
中
核
市
に

移
行
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

二
十
四
億
百
万
円
の
増
。ま
た
、

地
方
譲
与
税
は
、
税
源
移
譲
に

伴
う
所
得
譲
与
税
の
増
に
よ
り
、

九
億
三
千
七
百
万
円
の
増
収
と

な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
建
設
事
業

に
か
か
る
補
助
金
及
び
生
活
保

護
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
十
一

億
五
千
五
百
万
円
の
増
。
し
か

し
、
府
支
出
金
は
、
建
設
事
業

費
の
減
少
や
中
核
市
に
移
行
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
十
四
億
七

千
七
百
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
債
は
、
臨
時
財
政

対
策
債
・
減
税
補
て
ん
債
の
減

と
建
設
事
業
債
の
減
少
に
よ
り
、

三
十
二
億
七
千
五
百
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
…
国
税
と
し
て

徴
収
し
た
所
得
税
・
法
人
税
・

酒
税
・
消
費
税
・
た
ば
こ
税
の

そ
れ
ぞ
れ
を
一
定
の
割
合
の
額

で
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
が

交
付
す
る
税
。

地
方
譲
与
税
…
国
税
と
し
て

徴
収
し
た
所
得
税
・
地
方
道
路

税
・
自
動
車
重
量
税
な
ど
を
地

方
公
共
団
体
に
対
し
、
そ
の
ま

ま
譲
与
す
る
税
。

歳

出

人
件
費
は
、
職
員
数
と
退
職

者
数
の
減
な
ど
に
よ
り
、
十
三

億
八
千
三
百
万
円
減
少
と
な
り

ま
し
た
が
、扶
助
費
は
、生
活
保

護
費
、民
間
保
育
所
運
営
費
、児

童
手
当
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、

十
四
億
七
千
六
百
万
円
増
加
し

ま
し
た
。

ま
た
、
公
債
費
は
、
臨
時
財

政
対
策
債
・
減
税
補
て
ん
債
の

償
還
費
や
、
総
合
庁
舎
の
建
設

に
か
か
る
償
還
費
が
増
加
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
七
億
四
千

五
百
万
円
増
加
し
、繰
出
金
は
、

老
人
保
健
・
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
へ
の
繰
出
し
な
ど
に
よ

り
二
億
三
千
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。経

常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
、
九
八
・
六

�
と
極
め
て
硬
直
化
し
た
状
況

に
あ
り
、
平
成
１７
年
度
は
１６
年

度
と
比
べ
て
、
さ
ら
に
一
・
二

ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
人
件
費
で
の
改
善

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、扶
助
費
、

繰
出
金
、
公
債
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
悪
化
し
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
…
市
の
財
政

構
造
を
み
る
指
標
の
一
つ
で
、

経
常
的
な
収
入
が
人
件
費
な
ど

の
経
常
的
な
経
費
に
使
わ
れ
た

割
合
を
示
す
も
の
。

地
方
債
残
高

平
成
１７
年
度
末
の
地
方
債
残

高
（
借
金
残
高
）
は
、
千
六
百

五
十
三
億
三
千
八
百
万
円
と
な

り
、
前
年
度
末
よ
り
、
三
十
七

億
四
千
二
百
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
お
よ
び
土
地
開
発
公
社
健

全
化
の
た
め
の
公
共
用
地
先
行

取
得
事
業
債
の
残
高
が
増
加
し

た
こ
と
が
お
も
な
要
因
で
す
。

地
方
債
…
道
路
や
公
園
の
整

備
、
市
営
住
宅
の
建
設
な
ど
一

時
的
に
多
額
の
財
源
が
必
要
と

な
る
場
合
に
発
行
す
る
借
入
金
。

基
金
残
高

財
政
調
整
基
金
は
、
１７
年
度

の
取
り
崩
し
を
抑
制
し
た
た
め

三
億
五
千
七
百
万
円
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
が
、減
債
基
金
は
、

公
債
費
の
償
還
財
源
と
し
て
、

ま
た
公
共
施
設
整
備
基
金
は
、

義
務
教
育
施
設
な
ど
の
整
備
財

源
と
し
て
取
り
崩
し
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
残
高
が
減
少

し
、
基
金
合
計
額
も
二
十
五
億

九
千
二
百
万
円
減
少
し
ま
し

た
。財

政
調
整
基
金
…
経
済
の
変

動
な
ど
に
よ
り
、
収
入
が
不
足

す
る
場
合
や
災
害
の
発
生
な
ど
、

思
わ
ぬ
支
出
を
要
す
る
場
合
な

ど
に
使
わ
れ
る
基
金
。

◇

◇

歳
入
・
歳
出
の
決
算
規
模
の

増
加
に
は
、
中
核
市
に
移
行
し

た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、

収
支
の
改
善
に
は
、
市
税
収
入

の
増
加
や
、
職
員
数
適
正
化
計

画
に
よ
る
人
件
費
の
減
少
な
ど

が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

景
気
回
復
に
よ
る
市
税
増
収

な
ど
、
明
る
い
兆
し
が
現
れ
て

き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
予
断

を
許
さ
な
い
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
り
、
市
政
の
効
率
化
・
活

性
化
に
、
着
実
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
先

財
政
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
２
４
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
２
０

保
険
料
は
国
保
制
度
を
支

え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
滞

納
す
る
と
医
療
費
の
支
払
い

に
支
障
を
き
た
し
、
国
保
運

営
が
成
り
立
た
な
く
な
り
ま

す
の
で
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

滞
納
を
続
け
た
場
合
、「
催

告
書
」や「
資
格
証
明
書
交
付

事
前
通
知
」を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
後
、納
付
相
談（
特
別
な

事
情
の
申
し
立
て
な
ど
）
が

な
い
と
き
や
、
滞
納
分
を
放

置
し
た
と
き
に
は
、「
資
格
証

明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

資
格
証
明
書
は
、
医
療
機

関
な
ど
の
受
診
時
に
提
示
す

る
と
保
険
に
よ
る
受
診
と
な

り
ま
す
が
、
医
療
費
の
全
額

を
い
っ
た
ん
負
担
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

「
特
別
療
養
費
」
と
し
て
申

請
し
認
め
ら
れ
る
と
、
保
険

診
療
に
相
当
す
る
金
額
が
戻

り
ま
す
。

な
お
、
納
付
や
相
談
な
ど

な
い
方
は
、
国
税
徴
収
法
に

基
づ
き
財
産
の
差
押
処
分
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

夜
間
・
休
日
納
付
相
談

国
保
保
険
料
課
で
は
、
平

日
の
相
談
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、
夜
間
・
休
日
納
付
相

談
を
行
い
ま
す
。

◇
と
き

▽
夜
間
納
付
相

談
�
９
月
２５
日
�
〜
２９
日
�

午
後
５
時
３０
分
〜
８
時

▽

休
日
納
付
相
談
�
９
月
３０
日

�
、
１０
月
１
日
�

午
前
９

時
〜
午
後
５
時

対
象
者
は
手
続
き
を

退
職
者
医
療
制
度

社
会
保
険
な
ど
被
用
者
保

険
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退

職
す
る
と
、
一
般
的
に
は
職

場
の
健
康
保
険
の
資
格
が
失

わ
れ
、国
保
へ
加
入
し
ま
す
。

一
定
期
間
、
会
社
で
勤
め
た

方
が
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

を
受
け
る
と
、
本
人
と
そ
の

扶
養
家
族
は
「
退
職
者
医
療

制
度
」
で
診
療
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
で
診
療
を
受
け

る
方
の
医
療
費
は
、
自
己
負

担
以
外
は
被
用
者
保
険
な
ど

が
出
し
合
う
拠
出
金
に
よ
っ

て
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
正
し

く
適
用
が
な
さ
れ
な
い
と
、

本
来
、
拠
出
金
か
ら
支
払
わ

れ
る
べ
き
医
療
費
が
国
保
負

担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

対
象
は
、
次
の
条
件
す
べ

て
に
あ
て
は
ま
る
方
で
す
。

▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る

▽
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け

て
い
な
い

▽
老
齢
年
金
受

給
者
で
、
年
金
の
加
入
期
間

が
二
十
年
以
上
、
ま
た
は
４０

歳
以
降
の
加
入
期
間
が
十
年

以
上
あ
る

こ
の
制
度
の
資
格
は
、
年

金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
日

か
ら
で
す
。
年
金
証
書
が
届

い
た
ら
１４
日
以
内
に
年
金
証

書
、
保
険
証
、
印
鑑
を
持
っ

て
、
国
保
保
険
料
課
ま
た
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
先

国
民
健
康
保

険
室
保
険
料
課
０
６（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

療
養
費
な
ど
の
給
付

国
保
の
被
保
険
者
は
、
次

の
よ
う
な
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

あ
て
は
ま
る
方
は
、
必
要

書
類
を
添
え
て
国
保
管
理
課

ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
療
養
費
】

緊
急
ま
た
は
や
む
を
得
な

い
事
情
で
保
険
証
の
提
示
が

で
き
ず
、
医
療
費
を
い
っ
た

ん
全
額
負
担
し
た
と
き
は
、

審
査
の
う
え
決
定
し
た
額
を

支
給
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ル

セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具
代（
医

師
が
認
め
た
と
き
）
や
海
外

渡
航
中
の
受
診
も
療
養
費
と

し
て
支
給
し
ま
す
。

【
葬
祭
費
】

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た

と
き
、
葬
儀
を
行
っ
た
方
に

三
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
重
病
人
移
送

費
な
ど
も
給
付
対
象
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
時

の
提
出
書
類
な
ど
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

国
民
健
康
保

険
室
管
理
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
７
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
４

（単位：百万円）

増減額

１，１９７

７５８

４３９

△２２

４６１

平成１７年度

１７４，３１０

１７３，２４４

１，０６６

２４９

８１７

区 分

歳 入 （ａ）

歳 出 （ｂ）

収 支（ａ）―（ｂ）�（ｃ）

翌年度へ繰越す財源（ｄ）

実質収支（ｃ）―（ｄ）�（ｅ）

平
成
１７
年
度
決
算
ま
と
ま
る

未
納
の
保
険
料
は

す
ぐ
に
納
付
を

単単単単単単単単単単単単単単年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度収収収収収収収収収収収収収収支支支支支支支支支支支支支支５５５５５５５５５５５５５５年年年年年年年年年年年年年年ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶりりりりりりりりりりりりりりのののののののののののののの黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒字字字字字字字字字字字字字字

国国保保

（２）第８６６号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年９月１日
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市
内
全
駅
の
自
転
車
放
置
台

数
は
、
平
成
１７
年
１１
月
に
四
千

四
百
十
八
台
だ
っ
た
の
が
、
平

成
１８
年
５
月
に
は
、
三
千
六
百

四
十
一
台
に
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
放
置
台
数
の
多
い

駅
周
辺
の
撤
去
回
数
を
増
や
す

と
と
も
に
、
午
後
の
撤
去
も
実

施
し
て
き
た
結
果
と
考
え
ら
れ
、

朝
と
昼
間
の
放
置
は
、
か
な
り

の
駅
周
辺
で
目
に
見
え
て
減
少

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
依
然
と
し
て
午
後
の

放
置
は
多
く
、
夕
方
か
ら
夜
に

か
け
て
と
土
・
日
曜
日
の
放
置

は
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
通
行
人
へ
の
思
い
や

り
の
な
い
放
置
や
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
上
へ
の
放
置
、
緊
急
車
両
や

ご
み
収
集
車
の
通
行
に
支
障
を

き
た
す
放
置
も
み
ら
れ
ま
す
。

通
行
の
妨
げ
を

認
識
し
つ
つ
…

平
成
１６
年
度
に
実
施
し
た
市

政
世
論
調
査
で
は
、「
自
転
車
を

駅
前
に
放
置
し
た
こ
と
が
あ
る
」

と
答
え
た
人
は
二
八
・
一
�
で

し
た
。

放
置
を
し
た
理
由
に
は
、「
駐

輪
場
は
知
っ
て
い
る
が
、
よ
り

駅
に
近
い
と
こ
ろ
に
止
め
た
か

っ
た
か
ら
」
と
「
有
料
駐
輪
場

は
利
用
料
が
い
る
か
ら
」
が
い

ず
れ
も
四
九
・
九
�
（
複
数
回

答
）
と
高
い
回
答
で
し
た
。

ま
た
、「
放
置
自
転
車
が
通
行

人
、
特
に
子
ど
も
や
高
齢
者
、

車
い
す
の
方
や
目
の
不
自
由
な

方
の
通
行
の
妨
げ
に
な
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
人

は
九
七
�
で
、
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
放
置
自

転
車
が
な
く
な
ら
な
い
の
が
現

状
で
す
。

放
置
自
転
車
対
策

ア
イ
デ
ア
募
集

こ
れ
ま
で
の
対
策
は
、「
自
転

車
駐
車
場
を
整
備
」、「
駅
前
啓

発
指
導
・
広
報
活
動
」
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、
午
後
や
土
・

日
曜
日
の
放
置
自
転
車
撤
去
も

実
施
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し

て
き
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
解

決
に
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
放
置
自
転
車
問
題

を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

考
え
、行
動
し
て
い
く
た
め
に
、

放
置
自
転
車
対
策
の
ア
イ
デ
ア

な
ど
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
は
、
次
の
放
置
自

転
車
に
関
す
る
も
の
で
す
。

▽
放
置
自
転
車
で
危
険
な
目

に
あ
っ
た
体
験

▽
放
置
自
転

車
に
対
す
る
意
見

▽
放
置
自

転
車
対
策
の
ア
イ
デ
ア

◇
応
募
資
格

市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方

◇
応
募
方
法

「
体
験
」「
意

見
」「
ア
イ
デ
ア
」
の
別
を
明
記

の
う
え
、
八
百
字
程
度
に
ま
と

め
た
も
の
に
住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
９
月
２５

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
（
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

◇

◇

◇
応
募
・
問
合
先

〒
５７７
・

８
５
２
１
市
役
所
交
通
対
策
室

０
６（
４
３
０
９
）３
２
２
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
６
、

Ｅ
メ
ー
ルk

o
t
a
i@
c
it
y
.

h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.o
s
a
k
a
.

jp

市
で
は
毎
年
、
模
範
と
な
る

優
良
商
店
・
企
業
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
（
表
彰
は
来
年
２
月
下

旬
の
予
定
）。

優
良
商
店
表
彰

◇
応
募
資
格

原
則
と
し
て

三
年
以
上
、
市
内
で
同
種
の
営

業
を
行
っ
て
い
る
物
品
販
売
業
、

理
・
美
容
業
、
洗
た
く
業
、
飲

食
業
者

※
大
企
業
や
「
風
俗
営
業
等

の
規
制
お
よ
び
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律
」
の
適
用
を

受
け
る
商
店
は
、
応
募
で
き
ま

せ
ん
。

◇
審
査
基
準

次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
こ
と

▽
営
業
施
設
（
店
舗
構
成
、

商
品
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
照
明
、

デ
ザ
イ
ン
な
ど
）
が
整
備
さ
れ

て
い
る

▽
営
業
態
度
が
誠
実
、

か
つ
積
極
的
で
あ
る

▽
消
費

者
な
ど
に
対
す
る
接
客
や
情
報

提
供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
優
れ

て
い
る

▽
納
税
義
務
を
果
た

し
て
い
る

▽
地
域
商
業
活
動

に
協
力
的
で
あ
る

※
表
彰
は
十
店
舗
以
内
で
、

表
彰
者
に
は
賞
状
と
表
彰
プ
レ

ー
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

◇
応
募
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
き
、
店
舗
の
正
面

写
真
を
添
え
て
、
１０
月
３１
日
�

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。◇

申
請
書
の
配
布
・
応
募
・

問
合
先

〒
５７７
・
８
５
２
１
市

役
所
商
業
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
７
６
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
４
６

優
良
企
業
表
彰

◇
応
募
資
格

本
市
に
、
引

続
き
三
年
以
上
本
社
ま
た
は
事

業
所
を
有
す
る
、
製
造
を
主
と

す
る
企
業
（
大
企
業
の
資
本
参

画
五
〇
�
未
満
）

◇
審
査
基
準

過
去
三
年
間

の
業
績
が
優
良
で
、
本
市
の
産

業
発
展
に
寄
与
し
、
今
後
の
伸

展
が
期
待
さ
れ
る
、
次
の
条
件

の
い
ず
れ
か
一
つ
を
満
た
す
企

業
▽
新
技
術
、
新
製
品
を
研
究

開
発
し
、
企
業
化
の
実
績
が
あ

る

▽
新
鋭
機
器
設
備
ま
た
は

新
し
い
生
産
シ
ス
テ
ム
の
研
究

開
発
を
行
い
、
企
業
化
の
実
績

が
あ
る

▽
技
術
の
向
上
、
改

善
に
著
し
い
成
果
を
あ
げ
た

▽
経
営
の
健
全
化
を
図
り
、
か

つ
技
術
革
新
に
対
す
る
経
営
意

欲
が
認
め
ら
れ
る

※
表
彰
企
業
に
は
賞
状
と
表

彰
プ
レ
ー
ト
を
贈
呈
し
、
企
業

製
品
を
市
役
所
一
階
に
常
設
展

示
し
ま
す
。

◇
応
募
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
き
、
過
去
三
年
間

の
決
算
書
（
個
人
は
確
定
申
告

書
）
な
ど
を
添
え
て
、
１０
月
３１

日
�
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接

※
申
請
書
は
東
大
阪
市
技
術

交
流
プ
ラ
ザ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
���w
w
w
.te
c
h
p
l

a
za
.c
ity
.h
ig
a
s
h
io
s
a

k
a
.o
s
a
k
a
.jp
�

）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
申
請
書
配
布
・
応
募
・
問

合
先

〒
５７７
・
８
５
２
１
市
役

所
モ
ノ
づ
く
り
支
援
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
７
７
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
４
６

児
童
手
当
制
度
は
、
平
成

１８
年
４
月
に
改
正
さ
れ
、
支

給
年
齢
が
１２
歳
（
小
学
校
修

了
前
）
ま
で
拡
大
し
、
所
得

制
限
も
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
に
対
象
と
な
っ
た
児

童
の
保
護
者
は
、
９
月
３０
日

�
ま
で
に
手
続
き
を
す
ま
せ

れ
ば
、
４
月
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
手
当
て
の
支
給
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
ま
だ
手
続
き

を
す
ま
せ
て
い
な
い
方
は
、

至
急
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
４
月
分
か
ら
の

支
給
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▽
平
成
１７
年
度
所
得
は
改

正
後
の
制
限
額
を
超
え
て
い

る
が
、
平
成
１８
年
度
の
所
得

は
制
限
額
未
満
と
な
っ
た
場

合

▽
改
正
前
か
ら
支
給
対

象
で
あ
っ
た
が
、
請
求
を
し

て
い
な
か
っ
た
場
合

◇
手
当
額
（
月
額
）

▽

第
一
・
二
子
�
五
千
円

▽

第
三
子
以
降
�
一
万
円

◇
請
求
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
請
求
者
名
義
の
預
金

通
帳（
郵
便
局
は
不
可
）、
厚

生
年
金
加
入
の
方
は
請
求
者

の
健
康
保
険
証
の
写
し

※
請
求
書
受
付
後
に
、
そ

の
他
の
書
類
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
請
求
の
受
付

国
民
年

金
課
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー【

９
月
３０
日
土
曜
受
付
】

受
付
の
最
終
日
と
な
る
９

月
３０
日
�
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
国
民
年
金

課
で
の
み
請
求
を
受
け
付
け

ま
す
。郵
送
に
よ
る
申
請
は
、

到
着
日
が
請
求
日
と
な
り
ま

す
。
９
月
３０
日
�
必
着
に
な

る
よ
う
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
先

国
民
年
金
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
５
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
５

９
月
９
日
は
「
救
急
の

日
」、
９
月
３
日
〜
９
日
は

「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
救
急

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

【
応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
】

◇
と
き

９
月
１７
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

◇
内
容

心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど

◇
申
込
期
限

９
月
１０
日

�
（
申
込
先
着
順
）

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先
西
消
防
署

０
６（
６
７

８
８
）
７
６
７
１
、
�
０
６

（
６
７
８
８
）
１
３
７
４

【
救
急
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
９

月
５
日
�
�
ま
ね
き
屋
善
根

寺
店
、
関
西
ス
ー
パ
ー
日
下

店
、
新
石
切
プ
ラ
ザ
、
万
代

鷹
殿
店
、長
崎
屋
瓢
�
山
店
、

布
施
駅
、
小
阪
駅
、
八
戸
ノ

里
駅

▽
７
日
�
�
若
江
岩

田
駅
、
鴻
池
新
田
駅

☆
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜

１１
時【

救
急
フ
ェ
ア
】

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど

応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
９

月
５
日
�

午
前
１１
時
〜
午

後
４
時
３０
分
�
市
役
所
一
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
７
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
�
マ

イ
カ
ル
鴻
池
サ
テ
ィ
内
、Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
若
江
岩
田
店
南
側

【
記
念
講
演
】

新
し
い
心
肺
蘇
生
法
な
ど

に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

◇
と
き

９
月
５
日
�

午
後
３
時
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
十
八

階
大
会
議
室

◇
講
師

大
阪
医
科
大
学

附
属
病
院
医
師

西
本
泰
久

さ
ん

◇

◇

◇
申
込
・
問
合
先

消
防

局
予
防
広
報
課
０
６（
６
７

８
８
）
７
６
７
４
、
�
０
６

（
６
７
８
１
）
３
５
６
２

児童手当制度が改正

な
く
そ
う
放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車

手続きがまだの方は
９月３０日までに請求を

あ
な
た
の

を
募
集

応
急
手
当
を
身
に
つ
け
よ
う

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

優良商店・企業表彰

応募しませんか

平成１８年９月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８６６号（３）
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楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
ししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくく
歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
いいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててて
健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康
づづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりり

秋
は
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
で

す
。こ

の
季
節
は
、
真
夏
に
比
べ

て
気
温
は
低
く
な
り
ま
す
が
、

食
中
毒
菌
が
増
え
る
に
は
ま
だ

ま
だ
十
分
な
温
度
で
す
。ま
た
、

夏
の
猛
暑
で
体
力
が
弱
り
抵
抗

力
が
落
ち
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

秋
の
行
楽
を
楽
し
む
一
方
、

食
事
を
す
る
際
に
は
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
お
弁
当
の
注
意
】

▽
必
ず
当
日
に
作
り
、
十
分

冷
ま
し
て
か
ら
弁
当
箱
に
詰
め

る

▽
車
内
に
放
置
し
な
い

【
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す

る
際
に
は
】

▽
食
材
は
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク

ス
な
ど
に
入
れ
て
持
っ
て
い

く

▽
生
肉
な
ど
は
よ
く
加

熱
し
、
は
し
は
食
材
用
と
食

事
用
に
分
け
る

【
そ
の
他
の
注
意
】

▽
調
理
前
、
食
事
前
に
は

手
を
き
れ
い
に
洗
う

▽
調

理
後
は
な
る
べ
く
早
く
食
べ

る

▽
食
べ
残
し
を
自
宅
に

持
ち
帰
っ
て
食
べ
な
い

▽

野
外
で
、
山
菜
や
き
の
こ
な

ど
を
見
つ
け
て
も
、
む
や
み

に
食
べ
な
い

▽
わ
き
水
な

ど
生
水
は
飲
ま
な
い

◇
問
合
先

食
品
衛
生
課

０
７
２
（
９
６
０
）
３
８

０
３
、
�
０
７
２（
９
６
０
）

３
８
０
７

市
で
は
、
病
気
に
な
ら
な
い

生
活
の
心
が
け
を
提
案
す
る「
健

康
ト
ラ
イ
２１
」
を
定
め
、
病
気

を
予
防
し
健
康
寿
命
を
延
ば
す

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
健
康
ト
ラ
イ
２１
」
で
は
、

栄
養
・
休
養
・
ア
ル
コ
ー
ル
な

ど
七
つ
の
分
野
に
目
標
数
値
を

設
定
。
運
動
に
お
い
て
は
、
日

常
生
活
に
お
け
る
望
ま
し
い
歩

数
を
、一
日
男
性
九
千
二
百
歩
、

女
性
八
千
三
百
歩
な
ど
具
体
的

な
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。

こ
の
「
健
康
ト
ラ
イ
２１
」
の

取
組
み
を
さ
ら
に
広
め
る
た

め
、
９
月
を
「
健
康
増
進
普
及

月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
運
動
不
足
を
感
じ
る

方
や
、
一
人
で
は
ち
ょ
っ
と
歩

く
気
が
し
な
い
と
い
う
方
は
、

ま
ず
は
手
始
め
に
、
次
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
催
し
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
ふ
れ
あ
い
健
康
ラ
リ
ー
〜

東
海
道
五
十
三
次
ウ
ォ
ー
ク
】

累
計
五
百
�
�
踏
破
を
め
ざ

し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

◇
と
き

１０
月
１
日
�

☆
グ
リ
ー
ン
パ
ル（
中
鴻
池
）

に
午
前
９
時
集
合

◇
対
象
・
定
員

市
内
在
住
、

在
勤
の
方
・
二
百
人
（
当
日
先

着
順
）

◇
内
容

緩
衝
緑
地
公
園
ウ

ォ
ー
ク（
約
五
�
�
）、
ウ
ォ
ー

ク
カ
ー
ド
の
配
付

※
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。◇

問
合
先

グ
リ
ー
ン
パ
ル

０
６（
６
７
４
７
）１
５
９
２
、

�
０
６（
６
７
４
４
）２
７
４
８

【
史
跡
ハ
イ
キ
ン
グ
】

古
代
の
歴
史
に
触
れ
る
コ
ー

ス
で
す
。

◇
と
き

１０
月
８
日
�

午

後
１
時
〜
３
時
３０
分

※
近
鉄
「
花
園
駅
」
南
側
に

集
合
（
小
雨
決
行
）。

◇
コ
ー
ス

花
園
駅
―
花
屋

敷
跡
（
遠
望
）
―
富
景
桜
跡
―

西
昌
寺
―
「
塞
」
の
神
（
堤
防

跡
）
―
吉
田
春
日
神
社
―
市
民

美
術
セ
ン
タ
ー
―
花
園
ラ
グ
ビ

ー
場
（
約
二
�
�
）

◇
講
師

東
大
阪
文
化
財
を

学
ぶ
会

伊
ヶ
崎
淑
彦
さ
ん

◇
定
員

五
十
人
（
申
込
先

着
順
）

◇
費
用

三
百
円

◇
申
込
期
限

１０
月
１
日
�

◇
申
込
・
問
合
先

健
康
づ

く
り
課

０
７
２
（
９
６
０
）

３
８
０
２
、
�
０
７
２
（
９

６
０
）
３
８
０
９

◇

◇

東
・
中
・
西
保
健
セ
ン
タ
ー
、

健
康
づ
く
り
課
で
は
、
市
域
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
マ
ッ
プ
に
は
、

六
つ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
は
じ
め
、
年
代
別
の
健
康
の

注
意
点
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
、活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

健
康
づ
く
り
課

９
月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」

で
す
。
市
で
は
医
療
機
関
に
委

託
し
て
「
が
ん
検
診
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

大
阪
府
は
過
去
二
十
年
間
に

わ
た
り
、
が
ん
死
亡
率
全
国
ワ

ー
ス
ト
１
で
す
。
が
ん
は
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
克
服

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
が
、
発
見
が
遅
れ
る
と
治
療

が
困
難
と
な
る
病
気
で
す
。
定

期
的
に
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
る

方
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
昨
年
度
の
が
ん
検
診

の
受
診
者
数
は
次
の
と
お
り
で

す
（
か
っ
こ
内
は
発
見
患
者

数
）。▽胃

が
ん
�
一
万
三
千
三
十

二
人
（
二
十
一
人
）

▽
大
腸

が
ん
�
一
万
六
千
二
百
十
六
人

（
二
十
七
人
）

▽
乳
が
ん
�

一
万
千
百
三
十
一
人
（
九
人
）

▽
子
宮
が
ん
�
八
千
七
百
六
十

六
人
（
九
人
）

が
ん
予
防
六
か
条

が
ん
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の

「
が
ん
予
防
の
す
す
め
六
か
条
」

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

�
「
禁
煙
と
防
煙
」
が
ん
予

防
へ
第
一
歩

�
迷
わ
ず
受
け
よ
う
が
ん
検

診
�
「
肝
が
ん
予
防
」
ま
ず
は

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク

�
一
日
の
お
酒
の
量
は
男
性

一
合
、
女
性
半
合
ま
で

�
適
度
な
運
動
で
適
正
体
重

の
維
持
を

�
食
事
は
塩
分
少
な
く
、
野

菜
多
く◇

◇

◇
問
合
先

健
康
づ
く
り
課

０
７
２（
９
６
０
）３
８
０
２
、

�
０
７
２
（
９
６
０
）
３
８

０
９

東
大
阪
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
で
は
、「
東
大
阪
市
男

女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
ひ

が
し
お
お
さ
か
２１
」
の
改
訂

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

を
ま
と
め
た
意
見
書
素
案
に

対
し
、
市
民
か
ら
の
意
見
募

集
と
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
で
は
、平
成
１５
年
に「
東

大
阪
市
男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ン
ひ
が
し
お
お
さ
か
２１
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
目
標
年
度
を
平
成
２２

年
度
と
す
る
こ
の
プ
ラ
ン
は
、

平
成
１９
年
度
に
中
間
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
策
定
後
に
行
わ
れ

た
法
律
・
制
度
の
制
定
や
、
現

在
の
社
会
状
況
に
あ
っ
た
プ
ラ

ン
と
す
る
た
め
、
一
部
改
訂
を

行
い
ま
す
。

審
議
会
で
は
、
平
成
１７
年
度

か
ら
プ
ラ
ン
改
訂
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
審
議

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
意
見
を

取
り
ま
と
め
、
こ
の
ほ
ど
、
市

へ
提
出
す
る
意
見
書
の
素
案
を

作
成
し
、
こ
の
意
見
書
を
市
民

の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
も
の
、

よ
り
本
市
に
あ
っ
た
改
訂
と
な

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
、
こ

の
素
案
に
対
す
る
意
見
を
広
く

募
集
す
る
も
の
で
す
。

◇
用
紙
配
布
・
募
集
期
間

９
月
１
日
�
〜
２０
日
�

◇
用
紙
配
布
場
所

▽
男
女

共
同
参
画
課

▽
イ
コ
ー
ラ
ム

（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

▽
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー

▽
市
政
情
報
相
談
課

◇
応
募
方
法

所
定
の「
提

出
用
用
紙
」
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
郵
送
ま
た
は
直
接

（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

も
可
）

※
素
案
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
説
明
会
】

◇
と
き

９
月
８
日
�

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム

第
一
・
二
研
修
室

◇
定
員

四
十
人
（
当
日

先
着
順
）

◇

◇

◇
応
募
・
問
合
先

〒
５７７

・
８
５
２
１
市
役
所
男
女
共

同
参
画
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
３
０
０
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
３
、

Ｅ
メ
ー
ルd

an
jok
yod

o@
city.h

igash
iosa

k
a.osak

a.jp

市
で
は
、�
住
み
続
け
た
い

ま
ち
�
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る

団
体
に
活
動
助
成
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。審
査
の
結
果
、

今
年
度
は
次
の
十
五
団
体
に

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

団
体
の
活
動
が
、
大
き
く
広

が
る
よ
う
に
と
考
え
ま
す
。

※
団
体
の
活
動
成
果
発
表

会
を
来
年
３
月
に
予
定
。

◇
助
成
団
体

▽
日
下
山

を
市
民
の
森
に
す
る
会

▽
高

井
田
東
校
区
長
瀬
川
第
一
ブ
ロ

ッ
ク
愛
護
会

▽
同
第
二
ブ
ロ

ッ
ク
愛
護
会

▽
お
や
こ
「
ホ

ッ
」
と
ラ
ン
ド

▽
岩
田
西
・

子
育
て
サ
ロ
ン
�
つ
く
し
っ
こ

＆
す
ぎ
な
っ
こ
�

▽
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
老
大
東
部
フ

レ
ン
ド

▽
高
井
田
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
準
備
会

▽
河
内
木

綿
コ
ッ
ト
ン
・
ク
ラ
ブ

▽
長

田
駅
前
美
化
推
進
協
議
会

▽

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
善
根
寺
福
祉

の
会
「
か
す
が
」

▽
シ
ス

タ
ー
フ
ッ
ド
東
大
阪
暴
力
被

害
女
性
を
支
援
す
る
会

▽

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ｏ
ｆ

ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

み

と

シ
ョ
ン

▽
彌
刀
神
社
氏
子

弥
友
会

▽
さ
わ
る
絵
本
タ

ン
ポ
ポ

▽
す
け
っ
と
工
房

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト

・
実
践
グ
ル
ー
プ

※
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
先

ま
ち
づ
く
り

支
援
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
３
５
０
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
２

意見を募集します

「市男女共同参画推進プラン
ひがしおおさか２１」を改訂

地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動

助
成
金
交
付
団
体
決
ま
る

（４）第８６６号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年９月１日



介護予防教室

活動的な８５歳をめざし、歌体操、ダン
ベル体操、折り紙などを行います。 と
き 原則月曜日の午前１０時～１１時（月２
回） ※初回は９月２５日�で期間は来年
３月まで。 対象・定員 地域の健康づ
くりに参加、協力できる６５歳以上の方・
２０人（申込先着順） ※介護保険制度の
要支援・要介護認定を受けている方を除
く。 費用 材料費実費
■ところ・申込・問合先 中保健セン

ター

マタニティ教室

先輩パパママや赤ちゃんとの交流など
を行います。
【東保健センター】
とき １０月１２日�、１９日�、２６日�

☆計３日間でいずれも午後１時から（た
だし１９日は午前９時３０分から）
【中保健センター】
とき ９月の毎週火曜日 午後１時３０
分～３時３０分（計４日間）

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 東・中保健

センター

飼い犬登録と狂犬病予防注射

生後９１日以上の犬を飼っている方は、
必ず飼い犬登録をし、狂犬病予防注射を
受けてください。手続きなどがまだの場
合はすぐに行ってください。
予防注射は動物病院や獣医科医院で受

けることができます。市委託の動物病院
や獣医科医院で受けると飼い犬登録、狂
犬病予防注射済票の手続きが早くできま
す。
また、次の場合は必ず動物指導センタ

ーへ届け出てください。 �平成７年度
以降に飼い犬登録をしていて、市内で転
居した方 �平成７年度以降に飼い犬登
録をした犬が死亡した場合 �他市町村
から転入した方で、前住所地で平成７年
度以降に飼い犬登録をしていた場合
■問合先 動物指導センター ０７２（９６３）

６２１１、�０７２（９６３）１６４４

ふたごの交流会

とき ９月１１日� 午後１時３０分～３
時３０分 内容 講話「親子のきずな」
対象 ふたご、みつごを妊娠または育児
している方
■ところ・申込・問合先 西保健セン
ター

気管支ぜん息幼児のための
カ ン ガ ル ー 教 室

最新のぜん息治療を学び、親子で体を
動かして楽しみます。 とき １１月２日
�、１６日� 午後１時３０分～３時３０分（計
２日間） ところ ユトリート東大阪
対象・定員 ３～４歳の気管支ぜん息幼
児とその保護者・２０組（申込先着順）
※１歳～就学前幼児の保育あり（要予約
・定員１０人）。 申込期間 ９月１日�～
１５日�
■申込・問合先 �東・中・西保健セ
ンター �健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、
�０７２（９６０）３８０９

男の食と健康講座

食べることは元気の源です。食の自立
で健康づくりに取り組みましょう。
【東保健センター】
とき ９月２８日�、１０月４日�、１１日

�、１７日� ☆計４日間で、いずれも午
後１時～４時（ただし１０月４日は午前１０
時３０分から） 内容 調理実習「食事作
りの基礎とちょっと応用」、医師講演など
定員 １８人（申込先着順）
【西保健センター】
とき １０月５日�、１２日�、１９日�

午前１０時～午後１時３０分（計３日間） 内
容 ヘルスメイトとの調理実習、健康講
話など 定員 １６人（申込先着順）

◇ ◇
対象 料理初心者の６０歳以上の男性

費用 １，０００円 ※エプロン、手ふき、筆
記用具、健康手帳を持参。
■ところ・申込・問合先 東・西保健
センター

肺がん・結核エックス線検診

とき ９月１３日� �午前１０時～１１時
�午後１時～２時３０分 内容・対象 �
結核検診�市内在住の１５歳以上の方 �
肺がん検診�市内在住の４０歳以上の方
■ところ・申込・問合先 東保健セン

ター

乳がん（マンモグラフィ）検診

ごく早期のがんも発見できるマンモグ
ラフィ検診を受けてみませんか。
【東保健センター】
とき ９月２５日� 午前９時３０分～１０
時３０分
【西保健センター】
とき １０月３１日� 午前 申込開始日

９月１日�
◇ ◇

対象 ４０歳以上の女性で、平成１８年４
月１日現在、偶数年齢の方 定員 各３０
人（申込先着順） 費用 ８００円 ※検診
は１時間３０分程度。 ※希望者には肺が
ん検診もあります。 ※個別検診は恵生
会病院（０７２・９８２・５１０１）、森本記念クリ
ニック（０７２・９６６・８１６６）、池田病院（０６
・６７２１・０１５１）で実施。
■ところ・申込・問合先 東・西保健
センター

食生活改善推進員養成講座

地域で食生活改善を中心とした健康づ
くりをすすめるボランティアを養成する
講座です。 とき ９月２０日～来年１月
２４日の１２日間（原則水曜日）と選択受講
１日 ☆いずれも午後１時３０分～４時
ところ 保健所など 内容 医師講演「生
活習慣病について」、講話「地域での健康
づくり」、栄養の基礎知識、調理・運動実
習など 対象・定員 市内在住の女性で
原則全日程受講できる方・５０人（申込先
着順） 費用 ２，０００円
■申込・問合先 �東・中・西保健セ

ンター �健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、
�０７２（９６０）３８０９

愛の献血

とき・ところ �９月２日��ファミ
リーマート中新開店 �６日��菱江シ
ョッピングプラザ �８日��小阪駅前
�１３日��英田南小学校 �１５日��枚
岡郵便局 �２６日��万代御厨店 �２９
日��瓢�山駅南側 ※いずれも午前１０
時からで、昼の休憩時間、終了時間は場
所によって異なります。 ※献血時に保
険証や運転免許証などで、本人確認を行
います。
■問合先 地域健康企画課 ０７２（９６０）

３８０１、�０７２（９６０）３８０６

来年小学校に入学する幼児は
麻しん・風しんの予防接種を

平成１８年４月から「麻しん（はしか）
・風しん混合予防接種」が始まり、第１
期（１歳）と第２期（就学前１年間）の
２回の接種となりました。
来年４月１日に小学校に入学する幼児

は、第２期の対象になりますので、来年
３月３１日までに混合予防接種、または麻
しん・風しん単独の予防接種を受けてく
ださい。
■申込・問合先 健康づくり課 ０７２

（９６０）３８０２、�０７２（９６０）３８０９

地区健康相談

【東保健センター】
とき・ところ �９月４日��東保健

センター �１３日��ゆうゆうプラザ（日
下） �２７日��縄手南公民分館 ☆い
ずれも午前１０時～１１時
【中保健センター】
とき・ところ ９月２１日� 午前９時

３０分～１０時３０分�中保健センター
【西保健センター】
とき・ところ �９月１日� 午前９

時３０分～１０時３０分�西保健センター �
７日� 午後１時３０分～３時�市役所多
目的ホール ※いずれも乳幼児のみ。

◇ ◇
対象・内容 �乳幼児�身体計測、育
児相談など �老成人�健康相談、血圧
測定、検尿など
■問合先 東・中・西保健センター

東東��００７７２２（（９９８８２２））２２６６００３３ ��００７７２２（（９９８８６６））２２１１３３５５
中中��００７７２２（（９９６６５５））６６４４１１１１ ��００７７２２（（９９６６６６））６６５５２２７７
西西��００６６（（６６７７８８８８））００００８８５５ ��００６６（（６６７７８８８８））２２９９１１６６

※※車車ででのの来来場場ははごご遠遠慮慮くくだだささいい

と
こ
ろ

行
事

東
保
健
セ
ン
タ
ー

中
保
健
セ
ン
タ
ー

西
保
健
セ
ン
タ
ー

一
般
健
康
相
談
（
有
料
）

梅
毒
・
エ
イ
ズ
検
査
（
一
部

有
料
）

Ｃ
型
肝
炎
抗
体
検
査（
有
料
）

風
疹
抗
体
検
査
（
有
料
）

１
、
１５
日

９
・
３０
〜
１１
・
００

１３
、
２７
日

９
・
３０
〜
１１
・
００

１１
、
２５
日

９
・
３０
〜
１１
・
００

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
予
約

制
）
∧
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

・
認
知
症
の
相
談
を
含
む
∨

第
二
・
四
月
曜
日

第
一
・
三
・
五
水
、
木
曜
日

１４
・
００
〜
１６
・
００

水
曜
日

第
二
・
四
金
曜
日

１４
・
００
〜
１６
・
００

水
曜
日

第
一
・
三
火
曜
日

１４
・
００
〜
１６
・
００

結
核
相
談

１
、
１５
日

１４
・
３０
〜
１５
・
３０

７
、
２１
日

１４
・
００
〜
１５
・
３０

４
、
２５
日

１３
・
３０
〜
１４
・
３０

骨
密
度
測
定
（
予
約
制
で
、

対
象
は
２０
歳
以
上
）

１４
日

９
・
１５
〜
１０
・
００

７
日

９
・
００
〜
１１
・
００

２７
日

９
・
３０
〜
１１
・
００

電
話
健
康
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日

９
・
００
〜
１７
・
００
（
昼
休
み
を
除
く
）

４
か
月
児
健
康
診
査

	
１８
年
５
月
生
ま
れ



１２
日
	
５
月
１
日
〜
１５
日



２６
日
	
５
月
１６
日
〜
３１
日



１３
・
１０
〜
１４
・
００

５
日
	
５
月
１
日
〜
１０
日



１２
日
	
５
月
１１
日
〜
２０
日



２６
日
	
５
月
２１
日
〜
３１
日



９
・
１０
開
始

１９
日
	
５
月
１
日
〜
３１
日



９
・
３０
開
始
（
北
部
）

１３
日
	
５
月
１
日
〜
１０
日



２０
日
	
５
月
１１
日
〜
２０
日



２７
日
	
５
月
２１
日
〜
３１
日



１３
・
００
〜
１４
・
００

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

	
１７
年
２
月
生
ま
れ



（
幼
児
用
歯
ブ
ラ
シ
持
参
）

２０
日
	
２
月
１
日
〜
１５
日



２７
日
	
２
月
１６
日
〜
２８
日



１３
・
４０
〜
１４
・
３０

８
日
	
２
月
１
日
〜
１５
日



２２
日
	
２
月
１６
日
〜
２８
日



１３
・
００
開
始

（
北
部
は
来
月
）

５
日
	
２
月
１
日
〜
１５
日



１９
日
	
２
月
１６
日
〜
２８
日



１３
・
１５
〜
１４
・
００

３
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

	
１５
年
３
月
生
ま
れ



８
日
	
３
月
１
日
〜
１５
日



２２
日
	
３
月
１６
日
〜
３１
日



１３
・
３０
〜
１４
・
２０

６
日
	
３
月
１
日
〜
１５
日



１５
日
	
３
月
１６
日
〜
３１
日



１３
・
００
開
始

１３
日
	
平
成
１５
年
２
月
１
日

〜
３
月
３１
日



１３
・
３０
開
始
（
北
部
）

１２
日
	
３
月
１
日
〜
１５
日



２６
日
	
３
月
１６
日
〜
３１
日



１３
・
１５
〜
１４
・
００

２４
か
月
児
む
し
歯
予
測
検
査

	
１６
年
９
月
生
ま
れ

（
予
約
制
）

１１
日

１３
・
００
〜
１４
・
００

２６
日

１３
・
００
〜
１４
・
１５

６
日

１３
・
００
〜
１４
・
００

離
乳
食
講
習
会

１３
日

１３
・
００
開
始

２０
日

１３
・
３０
開
始

８
日

１３
・
００
〜
１４
・
３０

乳
幼
児
健
康
相
談

４
日

１０
・
００
〜
１１
・
００

２１
日

９
・
３０
〜
１０
・
３０

１
日

９
・
３０
〜
１０
・
３０

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

	
３
か
月
〜
６
か
月
未
満
児


１２
、２６
日

１４
・
００
〜
１４
・
３０

５
、１２
、２６
日

１９
日（
北
部
）９

・
３０
〜
１０
・
００

１３
、２０
、２７
日

１３
・
１５
〜
１４
・
００

▼
太
字
は
有
料
で
す（
検
査
内
容
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

▼
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
猫
の
引
取
り
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。く
わ
し
く
は
動
物
指
導
セ
ン
タ

ー
（
０
７
２（
９
６
３
）６
２
１
１
）
ま
で
。
▼
一
般
健
康
相
談
を
事
業
所
な
ど
の
団
体
で
う
け
ら
れ
る
と
き
は
、
ま

え
も
っ
て
連
絡
く
だ
さ
い
。
▼（
北
部
）は
、盾
津
鴻
池
公
民
分
館
分
室
で
す
。
▼
車
で
の
来
所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

検
査
の
種
類

費

用

受
付
日
・
時
間

受
付
場
所

検
便
検
査（
赤
痢
菌
・
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
・
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
）

二
千
百
六
十
円

５
、
１９
日

９・３０から
１１・００まで
環境衛生検査
セ ン タ ー
０６（６７８８）４４８３
�０６（６７８８）２０６４

寄
生
虫
卵
検
査（
寄
生
虫
卵
検
査
、
ぎ
ょ
う
虫
卵
検
査
）

各
四
百
三
十
二
円

５
、
１９
日

水
道
法
に
も
と
づ
く

飲
用
水
水
質
検
査

��

予
約
制
０
６（
６
７
８
７
）５
０
０
４

�
０
６
（
６
７
８
７
）
７
４
０
４

���

平
常
項
目
一
万
六
千
八
百
円

全
項
目
十
八
万
千
六
百
円

１２
日

保保健健所所・・セセンンタターーだだよよりり

平成１８年９月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８６６号（５）



ああななたたとと地地域域とと市市のの備備ええ
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

命命をを守守るる

耐震改修住宅
固定資産税を

減額

今今
年年
７７
月月
にに
はは
、、
梅梅
雨雨
前前
線線
にに
よよ
るる
記記
録録
的的

豪豪
雨雨
がが
、、
各各
地地
でで
多多
大大
なな
被被
害害
をを
もも
たた
らら
しし
まま

しし
たた
。。
９９
月月
はは
台台
風風
がが
到到
来来
すす
るる
季季
節節
でで
すす
。。

まま
たた
、、
生生
駒駒
断断
層層
のの
直直
下下
にに
ああ
るる
本本
市市
はは
、、
大大

規規
模模
地地
震震
のの
発発
生生
もも
想想
定定
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

地地
震震
やや
風風
水水
害害
なな
どど
のの
災災
害害
がが
、、
いい
つつ
私私
たた

ちち
のの
身身
にに
振振
りり
かか
かか
るる
かか
わわ
かか
りり
まま
せせ
んん
。。

市市
でで
はは
、、市市
民民
のの
命命
とと
財財
産産
をを
守守
るる
たた
めめ
にに
、、

ささ
まま
ざざ
まま
なな
防防
災災
対対
策策
にに
努努
めめ
てて
いい
まま
すす
がが
、、

なな
にに
よよ
りり
もも
大大
切切
なな
のの
はは
、、
家家
庭庭
とと
地地
域域
がが
一一

体体
とと
なな
っっ
てて
災災
害害
にに
備備
ええ
てて
おお
くく
ここ
とと
でで
すす
。。

９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。

災
害
時
に
人
と
人
と
が
助
け
合

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の

機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に

対
す
る
備
え
を
充
実
さ
せ
、
防

災
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
ず

自
分
の
身
を
守
る

災
害
時
に
は
、
ま
ず
自
分
の

身
を
自
分
で
守
る
こ
と
が
大
前

提
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
死
者

の
約
八
割
が
住
宅
の
倒
壊
、
家

具
の
転
倒
で
亡
く
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
家
具
の
安
全

対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

▽
本
棚
や
タ
ン
ス
な
ど
の
家

具
が
転
倒
し
な
い
よ
う
に
、
Ｌ

字
型
金
具
な
ど
で
固
定
す
る

▽
食
器
棚
な
ど
の
ガ
ラ
ス
に
は

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
る

▽
就
寝
時
に
棚
や
上
に
置
い
た

も
の
が
落
ち
て
こ
な
い
よ
う
に
、

家
具
の
配
置
を
工
夫
す
る

決
め
て
い
ま
す
か

二
か
所
以
上
の
避
難
所

本
市
で
は
、
市
内
八
十
か
所

の
小
・
中
学
校
を
避
難
場
所
に

指
定
し
て
い
ま
す
。

▽
災
害
時
は
近
く
の
小
・
中

学
校
に
避
難
す
る

▽
避
難
場

所
ま
で
実
際
に
歩
い
て
、
避
難

し
や
す
い
経
路
を
確
か
め
て
お

く

▽
避
難
場
所
が
被
災
し
た

り
、
道
が
通
れ
な
く
な
っ
た
り

し
た
場
合
の
た
め
に
、
二
か
所

以
上
の
避
難
所
を
確
認
し
て
お

く
※
近
く
の
避
難
場
所
は
、
防

災
マ
ッ
プ
か
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
が
落
ち
合
う
避
難
所
や
、

安
否
連
絡
の
取
次
ぎ
を
し
て
く

れ
る
遠
方
の
親
戚
ま
た
は
知
人

を
決
め
て
お
く
な
ど
、
家
庭
で

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

備
え
て
い
ま
す
か

非
常
持
ち
出
し
袋

救
援
さ
れ
る
ま
で
三
日
間
の

食
料
と
水
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
避
難
所
生

活
に
必
要
な
も
の
を
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
よ
う
、
ひ
と
つ
に
ま

と
め
て
お
き
、
で
き
れ
ば
二
か

所
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇

◇

◇
問
合
先

危
機
管
理
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
０
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
０

８
月
３０
日
�
か
ら
９
月
４
日
�
ま
で
の
防
災
週
間

中
は
、
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
当
時
の
状
況
や
、
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
パ
ネ

ル
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
９
月
９
日
�
の
午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で
府

立
中
央
図
書
館
で
、
防
災
講
演
会
や
災
害
時
備
蓄
米

炊
き
出
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

校
区
連
合
自
治
会
ご
と
に
自
主
防
災
会
の
結
成
を

進
め
て
お
り
、
地
域
の
組
織
力
（
防
災
力
）
を
強
化

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
四
十
五
校
区
中
四
十
二
校
区

で
結
成
さ
れ
、お
も
に
次
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
常
時

▽
防
災
に
対
す
る
啓
発
、
災
害
発
生
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
地
域
活
動

▽
消
火
・
避

難
な
ど
の
訓
練

▽
機
材
や
備
蓄
品
の
管
理

災
害
時

▽
被
害
・
救
援
情
報
な
ど
の
伝
達
、
周

知

▽
初
期
消
火
活
動
、
避
難
誘
導
、
救
出
救
護
活

動
、
給
食
給
水
活
動

自
主
防
災
会
結
成
自
治
連
合
会
�
縄
手
・
上
四
条
、

菱
屋
西
、
八
戸
ノ
里
、
弥
刀
、
長
堂
、
森
河
内
、
花

園
北
、
玉
美
、
永
和
、
岩
田
西
、
玉
串
、
鴻
池
東
、

縄
手
南
、
英
田
南
、
長
瀬
南
、
北
宮
、
意
岐
部
、
加

納
、
弥
栄
、
英
田
北
、
石
切
、
枚
岡
東
、
上
小
阪
、

孔
舎
衙
、
池
島
、
小
阪
、
成
和
、
荒
川
、
高
井
田
西
、

若
江
、
長
瀬
西
、
縄
手
北
、
長
瀬
東
、
玉
川
、
長
瀬

北
、
花
園
、
太
平
寺
、
八
戸
ノ
里
東
、
石
切
東
、
高

井
田
東
、
弥
刀
東
、
三
ノ
瀬
（
結
成
年
度
順
）

アア
スス
フフ
ァァ
ルル
トト
のの
地地
面面
がが
増増
ええ
たた
ここ
とと
でで
雨雨
水水
がが

地地
中中
にに
染染
みみ
込込
まま
ずず
、、
都都
心心
部部
でで
もも
浸浸
水水
被被
害害
がが
出出

るる
「「
都都
市市
型型
水水
害害
」」
がが
増増
ええ
てて
いい
まま
すす
。。

しし
かか
しし
今今
年年
７７
月月
、、
長長
雨雨
やや
局局
地地
的的
なな
豪豪
雨雨
にに
見見

舞舞
わわ
れれ
たた
市市
内内
でで
はは
、、
治治
水水
整整
備備
にに
よよ
りり
被被
害害
はは
ほほ

とと
んん
どど
ああ
りり
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。

国国
やや
大大
阪阪
府府
、、
寝寝
屋屋
川川
流流
域域
のの
他他
のの
自自
治治
体体
とと
とと

もも
にに
進進
めめ
てて
きき
たた
総総
合合
治治
水水
対対
策策
にに
よよ
りり
、、
床床
上上
浸浸

水水
がが
市市
内内
でで
年年
間間
六六
百百
件件
をを
超超
ええ
るる
年年
もも
ああ
っっ
たた
昭昭

和和
５５００
年年
代代
にに
比比
べべ
るる
とと
、、
浸浸
水水
被被
害害
はは
見見
違違
ええ
るる
ほほ

どど
軽軽
減減
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

市市
でで
はは
、、
九九
九九
��
をを
達達
成成
しし
たた
下下
水水
道道
普普
及及
率率
のの

一一
〇〇
〇〇
��
をを
めめ
ざざ
すす
とと
とと
もも
にに
、、
治治
水水
整整
備備
をを
進進
めめ

てて
いい
まま
すす
。。

浸
水
し
や
す
い
場
所
、台
風
や
洪
水
か
ら

身
を
守
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
掲
載（
市
政
だ
よ

り
平
成
１８
年
４
月
１
日
号
と
同
時
配
付
）

それぞれのマップをしっかりと熱読し、家庭の
持ち出しやすい場所に備え置きしてください。

避
難
場
所
一
覧
の
ほ
か
、非
常
持
ち

出
し
品
リ
ス
ト
、地
震
対
策
の
心
得
な

ど
を
掲
載（
市
政
だ
よ
り
平
成
１７
年
５

月
１５
日
号
と
同
時
配
付
）

阪阪神神・・淡淡路路大大震震災災のの被被災災地地

８
月
３０
日
か
ら
９
月
５
日

ま
で
は
「
全
国
建
築
物
防
災

週
間
」
で
す
。

過
去
の
地
震
や
火
災
で
は
、

建
物
の
被
害
に
よ
り
、
多
く

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

木
造
建
築
の
被
害
が
大
き
く
、

倒
壊
や
火
災
を
防
ぐ
防
災
設

備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。市

で
は
防
災
週
間
中
、
病

院
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
の
建
築
物
の
防
災
査
察

を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
建
物

の
安
全
性
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
建
築
防
災
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

防
災
週
間
中
、
建
築
物
の

防
火
や
避
難
、
耐
震
な
ど
に

つ
い
て
建
築
防
災
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）。

◇
と
こ
ろ

指
導
監
察
課

【
建
築
防
災
講
演
会
】

◇
と
き

９
月
５
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

建
設
交
流
会

館
八
階
（
地
下
鉄
本
町
駅
南

西
に
徒
歩
五
分
）

◇
内
容

講
演
「
近
づ
く

大
地
震
に
備
え
た
住
宅
所
有

者
の
責
任
」

◇
講
師

キ
ン
キ
総
合
設

計
代
表
取
締
役

西
邦
弘
さ

ん
◇
申
込
・
問
合
先

�
大

阪
建
築
防
災
セ
ン
タ
ー

０
６
（
６
９
４
３
）
７
２

５
３【

一
級
建
築
士
に
よ
る
無

料
相
談
】

自
宅
の
建
替
え
、
耐
震
、

ア
ス
ベ
ス
ト
、リ
フ
ォ
ー
ム
、

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、
欠
陥
住
宅

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
専

門
家
が
答
え
ま
す
（
予
約
不

要
）。◇と

き

毎
月
第
三
火
曜

日

午
後
１
時
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
一
階

相
談
室◇

◇

◇
問
合
先

指
導
監
察
課

昭
和
５７
年
１
月
１
日
以
前

か
ら
所
在
す
る
住
宅
を
現
行

の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る

た
め
の
工
事
を
す
る
と
、
所

有
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
固

定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す
。

◇
耐
震
改
修
の
要
件

▽

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す

る
耐
震
改
修
で
あ
る
こ
と

▽
耐
震
改
修
の
費
用
が
三
十

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

◇
減
額
す
る
額

当
該
住

宅
に
か
か
る
固
定
資
産
税
額

の
二
分
の
一
（
一
戸
あ
た
り

百
二
十
平
方
�
相
当
分
ま
で

に
限
る
）

◇
減
額
期
間

▽
平
成
１８

〜
２１
年
に
耐
震
改
修
が
完
了

し
た
場
合
�
改
修
工
事
完
了

の
翌
年
度
か
ら
三
年
間

▽

平
成
２２
〜
２４
年
の
場
合
�
同

二
年
間

▽
平
成
２５
〜
２７
年

の
場
合
�
同
一
年
間

◇
申
請
手
続
き

建
築
士

・
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関

な
ど
が
発
行
す
る
、
現
行
の

耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事

で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
や
耐

震
改
修
に
か
か
る
工
事
費
が

わ
か
る
書
類
な
ど
を
添
付
し
、

改
修
後
三
か
月
以
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

【
耐
震
診
断
補
助
制
度
】

自
宅
の
耐
震
改
修
を
す
る

に
は
、
事
前
に
耐
震
診
断
が

必
要
で
す
。
耐
震
診
断
を
受

け
る
方
に
、
技
術
者
の
紹
介

や
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

◇
対
象

昭
和
５６
年
５
月

３１
日
以
前
に
建
て
ら
れ
、
現

在
居
住
し
て
い
る
自
己
所
有

の
住
宅

◇
補
助
限
度
額

一
戸
二

万
五
千
円

◇

◇

◇
問
合
先

▽
課
税
減
額

�
固
定
資
産
税
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
４
０
〜

４
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
１
１

▽
耐
震
改
修
・

診
断
補
助
�
指
導
監
察
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

４
５
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
４

昨
年
は
、
全
国
四
十
都
道

府
県
で
八
百
十
四
件
の
土
砂

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被

害
状
況
の
う
ち
人
的
被
害
に

つ
い
て
は
死
者
・
行
方
不
明

者
が
三
十
人
、
負
傷
者
が
十

一
人
と
い
う
残
念
な
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
９
月
上
旬
に
九
州

を
襲
っ
た
台
風
十
四
号
は
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
台
風
に
よ
る
災

害
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者

の
う
ち
土
砂
災
害
の
割
合
が

非
常
に
高
く
、
ま
た
被
災
者

の
約
七
割
が
高
齢
者
で
す
。

【
雨
に
注
意
】

土
砂
災
害
は
降
雨
に
と
も

な
っ
て
発
生
す
る
こ
と
が
多

く
、
梅
雨
か
ら
台
風
の
季
節

に
か
け
て
土
砂
災
害
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
降
雨

量
が
一
時
間
に
二
十
�
以
上
、

ま
た
は
降
り
始
め
か
ら
百
�

以
上
に
な
れ
ば
、
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
危
険
の
前
ぶ
れ
】

土
砂
災
害
に
は
危
険
を
知

ら
せ
る
前
ぶ
れ
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
し
も
見
ら
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
、

左
記
の
よ
う
な
現
象
を
見
た

り
聞
い
た
り
し
た
ら
、
早
め

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

【
地
域
で
守
る
】

近
所
に
一
人
暮
ら
し
の
老

人
や
体
の
不
自
由
な
人
な
ど

い
る
場
合
は
、
ス
ム
ー
ズ
に

救
援
で
き
る
よ
う
に
、
救
助

や
避
難
方
法
に
つ
い
て
あ
ら

か
じ
め
近
隣
の
住
民
同
士
で

話
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
気
象

予
報
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

◇

◇

◇
問
合
先

河
川
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

６
３
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
８

９
月
１
日
か
ら
発
表

土
砂
災
害
警
戒
情
報

大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
た

の
ち
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
高

い
地
域
は
、
報
道
機
関
を
通

じ
て
、
市
町
村
名
が
発
表
さ

れ
ま
す
。

「
大
雨
警
報
」
が
出
た
ら

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情

報
、
市
か
ら
の
防
災
情
報
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

▽
大
阪
管
区

気
象
台
予
報
課

０
６（
６
９

４
９
）
６
３
０
３

▽
大
阪

府
ダ
ム
砂
防
課

０
６（
６
９

４
１
）
０
３
５
１

雨
水
増
補
管

増
補
管
は
、
通
常
の
下
水
管

で
は
流
し
き
れ
な
い
大
雨
の
際
、

集
ま
っ
た
雨
水
を
巨
大
な
下
水

管
で
流
す
も
の
で
す
。
浸
水
被

害
の
多
か
っ
た
第
二
寝
屋
川
以

西
で
順
次
設
置
を
進
め
て
お
り
、

完
成
し
て
い
る
増
補
管
は
、
一

時
的
に
貯
留
施
設
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。

現
在
行
っ
て
い
る
設
置
工
事

は
、
岸
田
堂
西
２
の
岸
田
堂
北

公
園
か
ら
俊
徳
町
５
ま
で
と
、

途
中
分
岐
さ
せ
た
寺
前
町
２
ま

で
の「
新
岸
田
堂
・
新
寿
幹
線
」

（
写
真
�
）。
総
延
長
約
千
四
百

�
、
内
径
一
・
八
〜
三
・
七
五

�
の
増
補
管
を
、
地
下
約
二
十

�
に
築
造
す
る
も
の
で
、
来
年

度
中
に
完
成
予
定
で
す
。

貯
留
浸
透
施
設

校
庭
や
公
園
な
ど
に
設
置
す

る
貯
留
浸
透
施
設
。
そ
の
土
地

に
降
っ
た
雨
水
を
貯
留
し
た
り
、

地
面
に
染
み
込
ま
せ
た
り
す
る

こ
と
で
、
下
水
管
に
流
れ
込
む

雨
水
を
減
ら
し
ま
す
。
市
内
の

小
・
中
学
校
や
公
園
な
ど
十
八

か
所
で
整
備
を
行
い
、
今
後
さ

ら
に
設
置
場
所
を
増
や
し
て
い

き
ま
す
。

流
域
調
節
池

水
路
や
下
水
道
が
流
し
き
れ

な
い
雨
水
を
、
一
時
的
に
貯
め

て
お
く
雨
水
貯
留
施
設
。
布
施

駅
前
（
貯
留
量
一
万
二
千
立
方

�
）
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
ほ

か
、
八
戸
の
里
公
園
（
同
三
万

六
千
七
百
立
方
�
）
な
ど
で
新

設
の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
浸
水
被
害
が
多
か
っ
た

地
域
も
、
こ
れ
に
よ
り
か
な
り

被
害
が
減
少
し
ま
し
た
。

◇

◇

一
層
の
浸
水
被
害
対
策
が
必

要
な
地
域
と
し
て
、
寝
屋
川
流

域
は
こ
の
ほ
ど
、
特
定
都
市
河

川
浸
水
被
害
対
策
法
に
よ
り「
特

定
都
市
河
川
流
域
」
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
今
後
、
千
平
方

�
を
超
え
る
新
た
な
土
地
の
舗

装
や
宅
地
化
な
ど
に
は
、
許
可

が
必
要
と
な
る
な
ど
、
流
域
に

住
む
市
民
と
と
も
に
さ
ら
な
る

治
水
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

９
月
１０
日
の「
下
水
道
の
日
」

に
は
、
全
国
で
台
風
へ
の
注
意

呼
び
か
け
が
行
わ
れ
ま
す
。
私

た
ち
の
予
想
を
超
え
る
大
雨
が
、

台
風
な
ど
に
よ
り
い
つ
降
る
と

も
限
り
ま
せ
ん
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲

載
し
て
い
る
避
難
場
所
、
洪
水

時
の
避
難
方
法
な
ど
を
よ
く
読

ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

▽
雨
水
増
補
管
、

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
な
ど
�
下

水
道
部
計
画
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
４
７
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
７

▽

流
域
調
節
池
、
遊
水
地
な
ど
�

河
川
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
６
３
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
８

土砂災害の前ぶれ
がけ崩れの前ぶれ 	がけに亀裂が入る
	小石が落下する 	がけからの水が濁る

土石流の前ぶれ 	地鳴りや土臭いにおい
がする 	雨が降っているのに川の水位が
下がる 	川の水が濁り、流木が発生

地すべりの前ぶれ 	地面にひび割れが入
る 	樹木が傾く 	斜面から水が噴き出
す 	斜面を支える擁壁や家に亀裂が入る

花園中央公園の多目的遊水地
大雨の際、恩智川の水が流れ
込んで水位の上昇を抑えます

あ
な
た
の
建
物
は
安
全
で
す
か

安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

９９
月月
１１
日日
はは
防防
災災
のの
日日

「「
災災
害害
」」
そそ
のの
とと
きき
……
地地
域域
のの
力力
がが
カカ
ギギ
をを
握握
るる

まちを守る地域の活動

土砂災害から

身を守るために

活用してください

防
災
マ
ッ
プ

防
災
週
間
中
の
取
組
み

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

都
市
型
水
害
か
ら

ま
ち
を
守
る

進進
むむ
市市
内内
のの
治治
水水
事事
業業

（６）第８６６号ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成１８年９月１日（７）
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社会教育センター

東公民館

「低金利で融資しますというダイレ
クトメールが届いたので申し込んだら、
審査が通ったので、保証金として融資
金額の１割のお金を振り込んでくださ
いと言われ振り込んだが、融資されな
かった」「あなたの信用を確認するため、
当社と取引している金融業者から融資
を受けた後、そのお金とカードを送っ
てくださいと言われて指示通りにした
が、融資されなかった」といった�貸
します詐欺�の相談が増えています。
ダイレクトメールには大手金融機関

のグループ会社名が書いていますが、
表示されている貸金業登録番号を調べ
るとそのような業者は存在しなかった
場合もあります。
「お金貸します」など、突然送られ

てくるダイレクトメールや携帯メール
など、さまざまな口実でお金を振り込
ませようとする手口には、十分注意し
ましょう。
【クリックしただけで登録になるサ

イトにご用心�～緊急度レベル★★★
☆☆】
「パソコンでサイトを利用している

とアダルトサイトにリンクし、誤って、

画像クリックすると登録となってしま
い、ＩＰアドレスとプロバイダー情報
が表示された。登録になると思ってい
なかったので支払いたくない」という
相談がよくあります。
�登録されました�や�○○○円を
振り込んでください�などと表示され
ていても、契約が成立しているとは限
らないので、業者から請求されても安
易に支払う必要はありません。誤って
クリックしてしまったケースは、合意
していない契約だと無効を主張するこ
とができます。また�個有識別番号�
�ＩＰアドレス��プロバイダー情報�
などが表示されたとしても、それだけ
でアクセスした人が特定されたり、重
大な個人情報が伝わったりすることは
ありません。業者へ連絡を取ることは、
新たな個人情報を知らせることになる
ので避けてください。
有料サイトを利用するときは、必ず、

事前に利用規約を確認しましょう。
◇ ◇

■問合先 消費生活センター ０７２
（９６５）０１０２、�０７２（９６２）９３８５

市税の納付は便利な口座振替を

市税の納付には、市役所や金融機関に
行く手間が省け、たいへん便利な口座振
替をご利用ください。
手続きは、預金口座のある金融機関、

郵便局で行えます。通帳、通帳印、納税
通知書を持参のうえ手続きしてください。
■問合先 納税課 ０６（４３０９）３１４７、

�０６（４３０９）３８０８

一般女子９人制
市民バレーボール大会抽選会

とき ９月８日� 午後６時１５分から
（受付は午後６時から） ところ 市民会
館大会議室 対象 市内在住、在勤の方
（学生は除く） 費用 １チーム１，５００円
※大会は、９月２４日�（東大阪アリーナ）、
１０月８日�（東体育館）のいずれも午前
９時から行います。 ※電話および代理
の抽選は不可。
■問合先 �バレーボール協会「松澤」

０７２（９６３）６０２１ �青少年スポーツ室
０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

敬老祝品を贈呈します

９月１５日現在、７７歳、８８歳、９９歳、１００
歳で、６月１日から引続き本市に在住し
ている方に、敬老祝品を贈呈します。
対象 �７７歳（昭和３年９月１６日～昭和
４年９月１５日生まれ）の方 �８８歳（大
正６年９月１６日～大正７年９月１５日生ま
れ）の方 �９９歳（明治３９年９月１６日～
明治４０年９月１５日生まれ）の方 �１００歳
（明治３８年９月１６日～明治３９年９月１５日
生まれ）の方
■問合先 高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、
�０６（４３０９）３８４８

市政世論調査にご協力を

市では、市民のみなさんの意見を市政
に反映させていくため、「東大阪市政世論
調査」を実施します。住民基本台帳と外
国人登録台帳から無作為に選んだ約２，７００
人に調査票を送りますので、対象になっ
た方は協力をお願いします。
■問合先 市政情報相談課 ０６（４３０９）

３１２３、�０６（４３０９）３８０１

東大阪アリーナのお知らせ

９月９日�、１６日�、１７日�は、水泳
大会開催のため、プールの一般利用はで
きません。
■問合先 東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

公開入札

箕輪配水管布設替工事の公開入札を行
います。 とき ９月５日� 午前１０時
から ところ 上下水道局水道庁舎別棟
第３会議室 ※会場の都合により人数制
限があります。
■問合先 水道総務部理財課 ０６（６７２４）

１２２１、�０６（６７２１）２３７４

アスベスト対策特別融資

府では、アスベスト対策を行う中小企
業を対象に融資制度を実施しています。
資格 府内で６か月以上引続き同一事業
を営んでいる中小企業で、アスベスト対
策を実施する事業計画を有する方 融資
限度額 １億２，０００万円以内（うち無担保
８，０００万円） 利率 年１．３％ 融資期間
運転資金・無担保は７年以内、設備資金
は１０年以内 ※くわしくは、府ホームペ
ージをご覧ください。
■問合先 �大阪府環境保全課総務・
企画グループ ０６（６９４１）０３５１ �大阪
府金融支援課制度融資グループ ０６（６９４１）
０３５１

市内在住、在勤、在学の方を対象に「市
民講座（後期）」の受講生を募集します。

【初級ハングル講座】
ハングルおよび韓国、朝鮮の文化と歴

史を学びます。 とき １０月１７日～１１月
２１日の毎週火・金曜日 午後７時～８時
３０分（祝日を除く計１０日間） 講師 大
阪経済法科大学教授 呉満さん 定員
４０人 費用 ８００円
【５０歳以上の初級パソコン教室】
簡単な文章作りやＥメールの送り方を

学びます。 とき �１０月コース�１０月
２４日�、２６日	、２８日�、３１日� �１１
月コース�１１月１４日�、１６日	、１８日�、
２１日� ☆計４日間で、いずれも午前１０
時～午後３時（１時間休憩あり） 講師
ＩＴブレーン東大阪 定員 各１９人 費
用 ５００円
【歴史街道を歩く】
浜街道（泉佐野市）や葛城の道（奈良

県御所市）など、歴史の面影をとどめた
道を歩きます（約１０
）。 とき １０月２８
日�、１１月２５日�、１２月１６日�、１月２７
日�、２月２４日�、３月２４日�（計６日
間） 講師 現地ボランティア 定員
５０人 ※交通費が必要。
【男の料理教室】
旬の素材で季節の家庭料理を作ります。
とき １０月２２日�、１１月１２日�、２６日�、
１２月１０日�、２４日� 午前１０時～午後２
時（計５日間） ところ くすのきプラ
ザ調理室（若江岩田駅前） 講師 栄養
士 新谷和子さん 定員 １２人 費用
１回１，０００円
【やさしいビーズアクセサリー作り】
年配の方も楽にできるいろいろな作り

方を紹介します。 とき １０月５日	、

１１月２日	、１２月７日	 午後１時３０分
～３時３０分（計３日間） 講師 ビーズ
スキルインストラクター 篠塚成美さん、
岩本みゆきさん 定員 ２０人 費用 １
回１，５００円
【健康体操～姿勢改善バランス体操】
きれいな姿勢について勉強しながら楽

しく体操します。 とき １０月１０日�、
１７日�、２４日� 午後１時３０分～３時（計
３日間） 講師 健康体操インストラク
ター 菅沼裕子さん 定員 ３０人 ※無
料。

【パソコン初心者講座】
マウスの持ち方から簡単なワードの使

い方までを学びます。 とき １０月５日
～１１月２日の毎週木曜日（計５日間）
�Ａコース�午前１０時～正午 �Ｂコー
ス�午後１時３０分～３時３０分 講師 Ｉ
Ｔブレーン大阪 定員 各１０人 費用
５００円
【親子お菓子作り講座】
とき ９月３０日～１１月４日の毎週土曜
日 午後２時～４時（１０月２１日を除く計
５日間） 講師 製菓衛生師 山口恵子
さん 対象・定員 小学生以上の子ども
とその保護者・６組 費用 １回８００円

◇ ◇
申込方法 往復ハガキ（１講座１枚）

に講座名（コース別の場合はコースも）、
住所、氏名（ふりがなも）、年齢、電話番
号を書いて、９月２２日�（消印有効）ま
でに郵送 ※定員を超えた場合は抽選。
■ところ・申込・問合先 �〒５７７・

００５６長堂１―１７―２９ 社会教育センター ０６
（６７８９）４１００、�０６（６７８９）５２１２ �〒
５７９・８０３６鷹殿町１―２ 東公民館（東体育
館内） ０７２（９８２）１３８２、�０７２（９８２）２７６８

【国民保護計画の策定】
平成１６年６月１４日の国民保護法成立
により、市では、武力攻撃などから市
民の生命、身体および財産を保護し、
生活や経済に及ぼす影響を最小とする
ための「東大阪市国民保護計画」の策
定を進めています。このほど、これま
での検討項目をまとめた概案ができま
したので、意見を募集します。
概案は危機管理室・市政情報相談課
（土・日曜日、祝日を除く午前９時～
午後５時３０分）、市ホームページの「パ
ブリックコメント（意見募集）手続き」
でご覧になれます。 募集期間 ９月
１日�～２９日�（必着） 意見を提出
できる方 市内在住、在勤、在学の方、
または市内に事業所を有する事業者・
法人・その他団体
【学校の適正規模・適正配置
および通学区域】
教育委員会では、学校規模適正化審
議会から受けた答申について、施策を
具体化するため意見を募集します。
答申のおもな内容は、統合に「永和
小学校と菱屋西小学校」「大�東小学校
と大�小学校」「三ノ瀬小学校と太平寺
小学校」「太平寺中学校と俊徳中学校」、

分離・新設に「成和小学校」、通学区域
の変更に「枚岡西、枚岡東、縄手北、
英田北、北宮、成和、鴻池東、弥栄、
楠根東の各小学校と盾津、盾津東の各
中学校」となっています。
答申書は、学事課・市政情報相談課

（土・日曜日、祝日を除く午前９時～
午後５時３０分）、市ホームページの「パ
ブリックコメント（意見募集）手続き」
でご覧になれます。 募集期限 １０月
２日�（必着） 意見を提出できる方
市内在住、在勤の方

◇ ◇
意見の提出方法 住所、氏名（団体

は名称・所在地・代表者名）、電話番号
を書いて郵送（ファクス、Ｅメール、
閲覧場所への直接持参も可） ※書式
は問いませんが、閲覧場所に意見書の
ひな形を用意しています。
■意見提出・問合先 �国民保護計
画�〒５７７・８５２１市役所危機管理室 ０６
（４３０９）３１３０、�０６（４３０９）３８２０、Ｅ
メール kikikanri@city.higashiosaka.
osaka.jp �学校適正規模�〒５７７・８５２１
市役所学事課 ０６（４３０９）３２７０、�０６
（４３０９）３８３８、Ｅメール gakuji@city.
higashiosaka.osaka.jp

緊急度レベル ★★★★☆

�融資します�に気をつけて�

受講生を募集市民講座（後期）

くらしの
緊急情報

国民保護計画・学校適正規模

意見を募集します

パブリックコメント

（８）第８６６号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年９月１日
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相 談 相 談 

市内在住の６０歳以上の方が対象です。
【介護予防トレーニング教室】
介護予防のための筋力トレーニング

をします。 とき ９月６日� 午後
１時３０分～３時 定員 ２５人（申込先
着順） 申込方法 ９月１日�から電
話または直接
【生きがい健康体操教室】
簡単なストレッチ体操をします。

とき ９月１４日�、２７日� 午後１時
３０分～３時 定員 各２５人（申込先着
順） ※１人１日のみ。介護予防トレ
ーニング教室との重複申込不可。 申
込方法 ９月１日�から電話または直
接
【手作り作品教室】
押絵でお月見の壁掛けを作ります。

とき ９月２２日� 午後１時３０分～３
時３０分 定員 １４人（抽選） 費用
３００円 申込方法 教室名、住所、氏名、
年齢、電話番号を９月１日�から１４日
�までに電話、ファクスまたは直接
【ハーブ料理教室】
ハーブの香草を使った料理を作りま

す。 とき ９月２７日� 午前１０時～
午後１時３０分 定員 ２４人（抽選）
費用 ５００円 申込方法 教室名、住所、
氏名、年齢、電話番号を９月１日�か
ら１３日�までに電話、ファクスまたは
直接

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 高齢者サ
ービスセンター（角田２―３―８）０７２（９６２）
８０１１、�０７２（９６３）２０２０

はなのみちボランティア
通学路を飾る花を育てませんか

市では、公園や道路、学校などを市民
との協働により四季折々の花で飾る「花
とみどりいっぱい運動～こころをつなぐ
はなのみち～」を推進しています。
子どもたちと地域の人々が協力して、

通学園路に種から育てた花苗を設置し、
まちづくりへの夢、いのちを大切にする
心、子どもたちと地域の人々の心のつな

はぐく

がりを育む「はなのみち」ボランティア
を募集します。ぜひ、ご協力ください。
�花を育てる�子どもたちと一緒に学校
や公共施設に飾る花を種から育てていた
だける方 �花の管理�学校や公共施設
の花の育成や水やりなどをしていただけ
る方 �花の飾りつけ�学校園で育てた
花を飾りつけしていただける方 対象・
定員 弥刀・盾津・花園中学校区内の方
・各５０人（申込先着順） 応募期限 ９
月２９日�
■応募・問合先 みどり対策課 ０６

（４３０９）３２２７、�０６（４３０９）３８３６

地域密着型サービス事業者

介護保険制度の見直しにより、高齢者
が住み慣れた地域で暮らし続けるために、
「地域密着型サービス」を実施します。
事業の実施にあたり、次のサービスを提
供する事業者を募集します。 サービス
項目 �認知症対応型共同生活介護（認
知症高齢者グループホーム） �小規模
多機能型居宅介護 �認知症対応型通所
介護（認知症高齢者専用デイサービス）
※くわしくは公募要綱で。 公募要綱・
応募関係書類配布・受付期間 ９月１日
�～２９日�
■書類配布・応募・問合先 高齢介護

課 ０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８

テニススクール生

【初級クラス】
とき・費用 �土・日曜日 午前１０時

３０分～正午�月７，０００円 �火曜日 午前
１０時～正午�月５，０００円
【中級クラス】
とき 土・日曜日 午前９時～１０時３０
分 費用 月８，０００円

◇ ◇
定員 各若干名 ※入会金２，０００円が別
途必要。 ※初級コースは無料体験あり。
※毎月、月初めに随時入会受付します。
■ところ・申込・問合先 水走ルーフ

テニス場 ０７２（９６３）８８７８、�０７２（９６５）８７４３

市民文化芸術祭
展示と舞台の参加者

「第１７回東大阪市民文化芸術祭」の参
加者を募集します。 とき 来年３月２
日�～４日� ところ 市民会館 対象
市内在住、在勤、在学の方（団体） 募
集作品・出演内容 �展示部門�絵画、
書道、拓本、華道、俳句、川柳、短歌、
手芸、押し花、工芸、写真、その他創作
による美術作品など（１人１点で、団体
は１５点以内） �舞台部門�邦楽、洋楽、
民謡、コーラス、合奏、日舞、バレエ、
ダンス、演劇など（出演時間は個人が８
分以内で、団体は２０分以内） ※応募多
数の場合は抽選。 応募方法 各行政サ
ービスセンター、東・中公民館、社会教
育センターなどに置いている応募用紙に
必要事項を書いて直接持参 応募期間
９月１５日�～１７日�の午前１０時～午後７
時（最終日は午後４時まで）
■応募・問合先 社会教育センター

０６（６７８９）４１００、�０６（６７８９）５２１２

フリーマーケット出店者

「清掃工場の日曜見学会」に合わせて
開催するフリーマーケットの出店者を募
集します。家庭で眠っている贈答品や不
要品などを出店しませんか。 とき １０
月２９日� 午前９時～午後２時（雨天中
止） 区画 ５５区画（１区画１４�） 対
象 市内または大東市在住の方 ※事業
者は出店不可。また、アルコール類や健
康食品、合成洗剤、消費者被害のあるも
のは販売できません。 出店料 ５００円
申込方法 往復ハガキ（１組１通）に住
所・氏名（返信用にも）、年齢、電話番号、

出店内容（具体的に）を書いて、９月１５
日�（消印有効）までに郵送 ※９月２１
日�の午前１０時から公開抽選を行い、結
果は返信ハガキで通知します。
■ところ・申込・問合先 〒５７８・０９２１
水走４―６―２５ 東大阪都市清掃施設組合
０７２（９６２）６０２１、�０７２（９６２）６１２５

特設人権相談

とき・ところ �９月１４日��総合福
祉センター �２１日��夢広場（布施駅
前） ☆いずれも午後２時～４時
■問合先 社会福祉協議会内人権擁護

委員会 ０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４

司法書士による無料相談

とき ９月２１日� 午後２時～４時
内容 相続、売買、贈与などの登記や供
託、訴訟、調停などの裁判手続きなど
定員 ８人（当日先着順）
■ところ・問合先 市政情報相談課

０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１

年金なんでも相談

とき・ところ �９月６日��布施駅
前行政サービスセンター �１９日��四
条行政サービスセンター ☆いずれも午
後１時～４時
【年金相談・国民年金保険料納付相談】
国民年金保険料を未納のままで放置す

ると、将来年金が受給できないこともあ
ります。ぜひ、相談してください。 と
き・ところ �９月４日	�夢広場（布
施駅前） �６日��はすの広場（近江
堂） �８日��ももの広場（楠根）
☆いずれも午前９時～午後５時

◇ ◇
※国民年金手帳または基礎年金番号が

わかるものを持参してください。
■問合先 �東大阪社会保険事務所

０６（６７２２）６００１ �国民年金課 ０６（４３０９）
３１６５、�０６（４３０９）３８０５

親子で楽しい時間を過ごしませんか。

鴻池子育て支援センター

【紙粘土で作ろう】
花びんや小物入れなど、ステキな作
品を子どもといっしょに作りませんか。
とき ９月１５日� 午前９時３０分～１１
時３０分 対象・定員 ３歳以上の幼児
とその保護者・１５組（申込先着順）
費用 １００円 ※びんなど土台となる物
を持参。
【パパもホッと広場】
日ごろ忙しいお父さん、子どもと楽
しく遊びませんか（申込不要）。 とき
９月１６日
 午前９時３０分～１１時３０分
対象 就学前の乳幼児とその保護者
※毎週土曜日は、通常の「ホッと広場」
もしています。
【パネルシアターを作ろう】
簡単にできて、楽しく遊べるパネル
シアターを作ってみませんか。 とき
９月２２日� 午前１０時～１１時３０分 対

象・定員 就学前の乳幼児とその保護
者・１０組（申込先着順） 費用 １００円

◇ ◇
申込方法 ９月８日�の午前１０時３０
分から電話で
■ところ・申込・問合先 鴻池子育
て支援センター ０６（６７４８）８２５１、�
０６（６７４３）０５７７

長瀬子育て支援センター

【子育て相談】
「子どもの接し方がわからない」「わ
がままで困る」「言葉が遅いのでは？」
など、子育ての悩みは誰でも持ってい
るものです。専門の心理相談員が話し
をお聞きします。気軽に相談してみま
せんか。 とき 毎週水曜日 午前９
時～午後５時 ※個別相談は、電話で
予約してください。
■ところ・問合先 長瀬子育て支援
センター ０６（６７２８）１８００、�０６（６７２８）
２４１３

荒本子育て支援センター

【遊んでランチ】
とき ９月４日	、２２日� 午前１０
時～正午 ところ 荒本子育て支援セ
ンター 対象・定員 １歳６か月～２
歳１１か月の乳幼児とその保護者・各１５
組（申込先着順） ※軽食、お茶、手
ふき、ビニールシートを持参。 申込
方法 ９月１日�の午後１時３０分から
電話で
【おでかけ・おむつはずれ講座】
とき ９月１５日� 午前１０時～１１時
ところ やまなみプラザ（四条） 対
象 就学前の幼児とその保護者 申込
方法 ９月４日	の午後１時３０分から
電話で
【アレルギークッキングと交流会】
とき ９月２９日� 午前１０時～１１時

３０分 ところ 荒本子育て支援センタ
ー 対象・定員 離乳食終了後の乳幼
児とその保護者・８組（抽選） 申込
方法 ９月６日�の午後１時３０分から
１２日�の午後５時までに電話で

◇ ◇
■申込・問合先 荒本子育て支援セ

ンター ０６（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）
２５９７

いいっっししょょにに学学びびまませせんんかか

高高齢齢者者ササーービビススセセンンタターーのの教教室室

親子で遊びにおいでよ

子育て支援センターの催し

平成１８年９月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８６６号（９）
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中河内広域行政
プリズム・ミュージック・ウェイブ

コンテストで勝ち抜いたアーティスト
６組とゲスト２組によるライブを行いま
す。 とき ９月１７日� 午後２時開演
ゲスト Miss.T.Brunch、秋休 ※入場
には整理券が必要。
■ところ・問合先 八尾市文化会館

０７２（９２４）９９９９、�０７２（９２４）５０１０

くすのき寄席

とき ９月３０日� 午後１時３０分から
（開場は３０分前） ところ イコーラム
（男女共同参画センター） 内容 漫才、
落語、河内音頭、南京玉すだれなど 定
員 ２４４人 ※前売券（５００円）および当
日券（６００円）は、くすのきプラザで発売。
■ところ・問合先 くすのきプラザ（若
江岩田駅前） ０７２（９６７）６５６５（�兼用）

ゆうゆうプラザの催し

【写真展】
とき ９月１６日�～１８日� 午前１０時

～午後５時 ※写真家・大西保博さんに
よる「写真のことなんでも相談コーナー」
も開催。
【健康フォーラム・文芸大作映画上映】
とき ９月２４日� 午後１時３０分～３

時５０分 内容 �フォーラム「検査結果
から診える私のからだ」（午後１時３０分か
ら） �映画上映「博士の愛した数式」
（午後２時から） 対象・定員 市内在
住の成人の方・１２０人（当日先着順）

◇ ◇
■ところ・問合先 ゆうゆうプラザ（日
下） ０７２（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

シルバーパワーで悪質商法を撃退�
消費者問題講演会

住宅リフォームや点検商法など高齢者
を狙う悪質商法の撃退方法を、寸劇や腹
話術で、ユーモアたっぷりに解説します。
とき ９月１４日� 午後１時３０分～３時
ところ 市民会館市民ホール 内容 �
寸劇、腹話術による解説「催眠（ＳＦ）
商法」「点検商法」 �対処・対応につい
て �悪質セールス撃退音頭の合唱 講
師 劇団エース 田坂圭子さんほか 定
員 ９００人
■申込・問合先 消費生活センター

０７２（９６５）６００２、�０７２（９６２）９３８５

グリーンガーデンひらおか
中秋の催し

【グリーンシアター】
とき ９月１７日� �午前１０時から�
慕情 �午後１時から�アニメ昔話「三
年寝太郎」ほか 定員 各５０人（申込先
着順） 申込方法 当日までに電話で
【秋の自然相談】
枚岡・生駒の野鳥、花、植物、ハイキ

ングの案内などの相談コーナーを設けま
す。 とき ９月３０日� 午前１０時～正
午 講師 �東大阪野鳥の会 岩本昭宏
さん �枚岡の自然に親しむ会 石水久
夫さん �枚岡ハイキングクラブ 佐野
安夫さん
【緑陰講座～シェークスピア文学のロ

マンと悲劇】
とき ９月３０日� 午前１０時から 講

師 大阪樟蔭女子大学教授 鳥居清さん
定員 ６０人（申込先着順） 費用 ２００円
申込方法 ９月２４日�までに電話で

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 グリーンガ
ーデンひらおか ０７２（９８２）９９２０、�０７２
（９８２）９９２１

子育てのつどい

人形劇や手作りコーナー、育児相談な
どをします。 とき ９月１９日� 午前
１０時～１１時３０分 ところ 岩田公園 ※
雨天時はくすのきプラザ（若江岩田駅前）。
対象 在宅の乳幼児とその保護者
■問合先 岩田保育所 ０７２（９６２）８６００、
�０７２（９６２）８６４７

プラネタリウム秋番組投影

とき ９月９日�～１２月３日� 内容
秋番組「ひとりぼっちのお星さま～まい
ごのイルカの物語～」 ※機器の点検と
プラネタリウムソフト入れ替えのため、
９月５日�、６日�は臨時休館します。
なお、プラネタリウムは９月８日	まで
休止します。
■ところ・問合先 ドリーム２１ ０７２

（９６２）０２１１、�０７２（９６２）０８１０

はすの広場９周年の催し

とき ９月３日� 午前１０時～午後４
時３０分 内容 �バザー、パネル展示、
パソコンゲーム、クラフトコーナー、恋
占い・花占いコーナー、尺八演奏（午後
１時３０分から）、サークル発表会（午後２
時３０分から） ※先着８０人に粗品進呈。
【はすの広場９周年コンサート】
とき ９月１０日� 午後１時２０分から

（開場は２０分前） 内容 �第１部�「軽
やかなマリンバの響きを」 村岡亜津子
さん（マリンバ） �第２部�トークコ
ンサート「風のたより」 康瑛さん（ソ
プラノ）、白土文雄さん（コントラバス）
定員 １５０名（当日先着順）

◇ ◇
■ところ・問合先 はすの広場（近江

堂） ０６（６７３０）０８４０、�０６（６７３０）５７２３

秋の史跡ハイキング
生駒西麓最大規模の古墳を訪ねる

あた ご

八尾市周辺および心合寺山古墳、愛宕
塚古墳、山畑２号墳などを訪ねます（約
８
）。 とき １０月１日� 午前１０時～
午後３時３０分（雨天中止） 対象・定員
市内在住、在勤の方・４０人（抽選） ※八
尾市立しおんじやま古墳学習館の入館料
（一般�１００円、高校・大学生�５０円、小
・中学生は無料）および交通費は自己負
担。 ※健脚向きのコースです。 申込方
法 往復ハガキに参加希望者氏名（１枚
に４人まで）、住所、氏名、年齢、電話番号
を書いて、９月１５日	（必着）までに郵送
■申込・問合先 〒５７９・８０５２上四条町

１８―１２ 郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、�
０７２（９８６）１４３２

ダイヤモンド婚・金婚
夫婦のつどい

市と社会福祉協議会では、夫婦そろっ
ての長寿をお祝いする「ダイヤモンド婚
・金婚夫婦のつどい」を１０月２７日	に開
催します。対象となる夫婦で、まだ申し
込んでいない方は、至急、地区の校区福
祉委員長まで連絡してください。 対象
次の期間に結婚した夫婦 �ダイヤモン
ド婚�昭和２１年 �金婚�昭和３１年 申
込期限 ９月２５日�
■問合先 社会福祉協議会 ０６（６７８９）

７２０１、�０６（６７８９）２９２４

中学校ブラスバンド発表会

市立中学校２６校が、日ごろの練習の成
果を発表します。 とき ９月９日�
午前１０時３０分～午後４時 ところ 市民
会館市民ホール 出演 英田・池島・石
切・意岐部・柏田・金岡・上小阪・孔舎
衙・楠根・小阪・新喜多・俊徳・太平寺
・高井田・盾津・盾津東・玉川・長栄・
長瀬・縄手・縄手北・縄手南・花園・枚
岡・弥刀・若江中学校
■問合先 社会教育課内市ＰＴＡ協議

会事務局 ０６（４３０９）３３３４、�０６（４３０９）
３８３５

母子家庭懇談会
一人で悩んでいませんか

子育てや生活のことで悩みをもってい
るお母さん同士と話し合い、母子自立支
援員や先輩たちにアドバイスしてもらい
ませんか。お子さんもいっしょに、気軽
にお越しください。楽しくおしゃべりし
ましょう（保育室あり）。 とき ９月１７
日� 午後１時～４時 ところ イコー
ラム（男女共同参画センター） 対象
母子家庭の方
■問合先 社会福祉協議会内東大阪市

母子寡婦福祉会 ０６（６７８９）７２０１、�０６
（６７８９）２９２４

ビデオな１日

長い間の不満が蓄積し、別居に踏み切
った夫婦の出した答えは…。結婚１５年目
を迎える夫婦を描いた「ストーリー・オ
ブ・ラブ」（日本語字幕）を上映します。
とき ９月１３日� 午後７時から 定
員４０人（当日先着順） ※１歳６か月～
就学前幼児の保育あり（１人２００円で９月
６日�までに要予約・定員８人）。
■ところ・問合先 イコーラム（男女

共同参画センター） ０７２（９６０）９２０１、
�０７２（９６０）９２０７

身体障害者を対象に行います。
【すこやかヨガ教室】
とき １０月３日から来年３月２０日ま

での毎月第１・３火曜日 午後２時３０
分～４時 定員 ２０人（抽選）
【コーラス教室】
とき １０月５日から来年３月１５日ま

での毎月第１・３木曜日 午後２時～
３時３０分 定員 ２０人（抽選） 費用
初回のみ１，６００円
【ししゅう教室】
とき １０月１０日から来年３月２７日ま

での毎月第２・４火曜日 午前１０時～
正午 定員 ２０人（抽選） 費用 材
料費実費（初回１，０００円程度）

【書道教室】
とき １０月１３日から来年３月２３日ま

での毎月第２・４金曜日 午前１０時～
１１時３０分 定員 ２０人（抽選）
【手芸教室】
とき １０月１３日から来年３月２３日ま
での毎月第２・４金曜日 午後１時３０
分～４時 定員 １５人（抽選） 費用
材料費実費（１作品２，０００円程度）

◇ ◇
申込期限 ９月２２日	
■ところ・申込・問合先 高井田障

害者センター ０６（６７８９）０１３１、�０６
（６７８９）２８７０

市民のスポーツの祭典「市民陸上競
技大会」を開催します。 とき １０月
９日� 午前９時開会（雨天決行）
ところ 花園中央公園多目的球技広場
「トライスタジアム」 種目 表のと
おり 対象 市内在住、在勤、在学の
方および東大阪市陸協の認めた他市の
中高生 参加制限 １人１種目（リレ
ーを除く） 参加費 �社会人、大学
・高校・中学生�個人種目３００円、リレ
ー１チーム５００円 �小学生�無料 申
込方法 �中学生�参加選手の一覧表
をフロッピーに入力のうえ楠根中学校
教員「市川」の自宅へ郵送 �中学生
以外�申込用紙に必要事項を書き、参

加費を添えて、青少年スポーツ室へ直
接 申込期限 ９月１５日	 ※登記競
技者の部は、１～３位まで表彰し、登
記競技者以外の部は、参加者全員に記
録証を差し上げます。 ※大会中の負
傷については、応急処置はしますが以
後の責任は負いません。 ※車での来
場はご遠慮ください。
■申込・問合先 �中学生�〒５７８・

０９６６三島２―４―１「市川」０６（６７４５）１９９１、
�０６（６７４６）４１６０、Ｅメール hirosan
@hct.zaq.ne.jp �その他�青少年スポ
ーツ室 ０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）
３８３５

女子
種目

１００ｍ ８００ｍ ４×１００ｍリレー
１００ｍ ８００ｍ ４×１００ｍリレー
１００ｍ ８００ｍ ４×１００ｍリレー
２００ｍ １５００ｍ １００ｍジュニアハードル
走幅跳（３ｍ５０） ２．７�砲丸投（７ｍ）
１００ｍ ２００ｍ ８００ｍ １５００ｍ
１００ｍハードル ４×１００ｍリレー
走幅跳 ４�砲丸投

１００ｍ ８００ｍ ４×１００ｍリレー

１００ｍ １５００ｍ

※登記競技者の部の中学生は、学校登録で中体連から日本陸連に登録済みです。
※走幅跳、砲丸投は、（ ）内以上の記録をもつ方のみ参加できます。

男子
種目

１００ｍ １５００ｍ ４×１００ｍリレー
１００ｍ １５００ｍ ４×１００ｍリレー
１００ｍ １５００ｍ ４×１００ｍリレー
２００ｍ ８００ｍ ３０００ｍ １１０ｍミドルハードル
走幅跳（４ｍ５０） ５�砲丸投（６ｍ５０）
１００ｍ ２００ｍ ８００ｍ １５００ｍ ５０００ｍ
１１０ｍハードル ４×１００ｍリレー
走幅跳 ６�砲丸投

１００ｍ ８００ｍ ４×１００ｍリレー

１００ｍ １５００ｍ

種別

１年生
２年生
３年生

共通

（高校生）
（大学生）
（社会人）

小学生

年代別

中
学
生

一
般

登
記
競
技
者
の
部

登
記
競
技
者

以
外
の
部

身体障害者のための教室

市市民民陸陸上上競競技技大大会会のの参参加加者者をを募募集集

市市民民ススポポーーツツのの祭祭典典

（１０）第８６６号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年９月１日
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まなぶ まなぶ 
パソコン教室

パソコンのマウス操作など基本から学
びませんか。
【ＩＴ基礎パソコン入門】
とき １０月１１日�、１８日�、２５日�、

１１月８日�、１５日� 午後６時３０分～８
時３０分（計５日間） 内容 文字入力、
インターネット、電子メールなど 講師
ヒューマンエスコーラ 対象・定員 パ
ソコンを初めて使う高校生以上の方・１５
人（抽選） 費用 ３，６００円
【ワード初級講習】
とき １０月１４日�、２１日�、２８日�、

１１月１１日�、１８日� 午後２時３０分～４
時３０分（計５日間） 内容 文書、表、
飾りつけ文書の作成など 講師 トリプ
ランＰＣクラブ 対象・定員 マウス操
作と文字入力ができる高校生以上の方・
１２人（抽選） 費用 ５，０００円

◇ ◇
申込方法 ハガキに教室名と日程、住

所、氏名、年齢、電話番号を書いて、９
月２０日�（必着）までに郵送（ファクス
でも可） ※当選の方には受講可能通知
を送付。
■ところ・申込・問合先 〒５７７・０８３２
長瀬町３―７―４０ 長瀬青少年センター ０６
（６７２７）１２００、�０６（６７２９）９７８７

脚を強くするセミナー

より健康的な生活を送るためにも、ま
ずは脚から鍛えませんか。 とき １０月
２１日� 午前１０時～正午 内容 講義「脚
のしくみと働きについて」、ストレッチ体
操、自宅でできる筋力トレーニング 対
象・定員 市内在住、在勤の１６歳以上の
方・２５人（申込先着順） 費用 １，５００円
※動きやすい服装で、タオル、飲み物を
持参。 申込方法 教室名、住所、氏名、
年齢、電話・ファクス番号を電話または
ファクスで
■申込・問合先 東大阪アリーナフィ

ットネスルーム ０６（６７２０）７９２６、�０６
（６７２０）７９３６

囲碁・将棋教室

とき ９月～来年３月の第２・４日曜
日 午前１０時～正午（初回は９月１０日�
の午前９時３０分から） 対象 市内在住
の小学生以上の方 定員 各６人（抽選）
費用 月２００円 申込方法 ハガキに教室
名、住所、氏名、学年、電話番号と囲碁
か将棋いずれかを書いて、９月５日�（必
着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７９・８０５４
南四条町１―７ やまなみプラザ（四条）
０７２（９８８）３１１３、�０７２（９８８）３１０７

スポーツエリア花園クラブ
サッカー・リズム体操など

【こどもサッカー教室・第２クール】
とき ９月１８日�、１０月１８日�、２５日

�、３１日� 午後３時４５分～５時（９月
１８日のみ午前９時～１０時３０分） ところ
花園ラグビー場 ※初日は、ガンバ大阪
から派遣されたコーチが指導。 ※�大
阪総合スポーツ財団協賛。
【リズム体操スクール】
無料の体験教室もあります。動きやす

い服装で上靴を持参のうえ、参加してく
ださい。 とき ９月の毎週木曜日 午
前１０時～１１時３０分 ところ 花園ラグビ
ー場２階会議室
【グラウンドゴルフ】
日程などは未定ですが、参加を希望さ

れる方は、お問合せください。
◇ ◇

対象 市内または八尾市、柏原市に在
住、在勤、在学（サッカーは来年度小学
校に進学する５歳児～小学校６年生）の
方 定員 各スクール３０人（サッカー教
室は１００人） 費用 �年会費�中学生以
下１，５００円、一般３，０００円（リズム体操の
年会費は１，５００円） �月会費�２，０００円
（サッカー�１クール２，０００円、グラウン
ドゴルフ�月１，０００円） ※会場、講師の
都合、天候不順などにより、中止・変更
する場合があります。 ※教室中の事故
については、応急処置はしますが以後の
責任は負いません。 ※フットサルなど
ができる人工芝グラウンドの貸出を行っ
ています。 ※クラブ運営事務などをす
るボランティアスタッフ（高校卒業以上
の方）を募集しています。
■申込・問合先 �スポーツエリア花
園クラブ クラブハウス（ラグビー場南
側） ０７２（９６２）８８８９（毎週月・木曜日
の午前１０時～午後１時） �クラブマネ
ージャー「梶田」 ０９０（２３８０）６２２６
■問合先 青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

秋の運転者講習会

【布施警察署】
とき・ところ �９月４日	�はすの

広場（近江堂） �６日��夢広場（布
施駅前） �１１日	�市民会館 �１２日
��布施交通安全協会 �１４日
�もも
の広場（楠根） ☆１２日は午前１１時から
で、そのほかは午後７時から
【河内警察署】
とき・ところ �９月１２日��花園小

学校 �１３日��成和小学校 �１４日

�北宮小学校 �１５日��文化会館 ☆
いずれも午後７時から
【枚岡警察署】
とき ９月４日	～８日� ☆８日は
午後２時からと午後７時からで、そのほ
かは午後７時から ところ 枚岡交通安
全自動車協会

◇ ◇
※いずれも開始３０分前から受付。 ※

車での来場はご遠慮ください。
■問合先 �布施警察署 ０６（６７２７）

１２３４ �河内警察署 ０７２（９６５）１２３４
�枚岡警察署 ０７２（９８７）１２３４ �交通
対策室 ０６（４３０９）３２２３、�０６（４３０９）
３８３６

生け花教室

季節のお花にふれ、生け花を初歩から
学びませんか。 とき １０～１２月の毎月
第１土曜日（計３日間） 午後１時３０分
～３時３０分 講師 小原流いけばな教授
南本豊勝さん 対象・定員 市内在住、
在勤の方・１６人（抽選） 費用 ３，０００円
申込方法 往復ハガキに教室名、住所、
氏名、電話番号を書いて９月１５日�（必
着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７８・０９４１
岩田町４―３―２２―５００ くすのきプラザ（若
江岩田駅前） ０７２（９６７）６５６５（�兼用）

絵てがみ教室

和紙ハガキ、ポストカードなどに好き
な絵を描いてみませんか。絵に関心のあ
る方、初めての方も歓迎しています。
とき １０月７日�、１４日�、２１日�、１１
月１１日�、１８日�、２５日� 午後１時３０
分～３時３０分（計６日間） 講師 日新
高校美術科講師 梅鉢菜美さん 対象・
定員 市内在住の方・２０人（抽選） ※
画材などは用意します。 費用 １，０００円
申込方法 ハガキに教室名、住所、氏名、
年齢、電話番号を書いて、９月２５日	（必
着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７７・０８３２
長瀬町３―４―３ 長瀬人権文化センター ０６
（６７２０）１７０１、�０６（６７２９）９１７１

保育、教育実践、子育て交流などの
情報交換を行う研修集会をします。
【全体会】
とき １０月２１日� 午後１時３０分～
５時 ところ 市民会館 内容 �オ
ープニング「泉南おもちゃライブラリ
ーとワークセンター・ホスの和太鼓演
奏」 �基調講演「育ちをつなぐ、こ
れからの特別支援教育のあり方」 大
阪医科大学ＬＤセンター 竹田契一さ
ん �シンポジウム「専門機関の役割
と地域連携」
【分科会】
とき １０月２２日� 午前１０時～午後
４時 ところ 大阪商業大学 内容
�子ども虐待、子育て支援、障害児保
育などの分科会 �講座「幼保一元化
共通カリキュラム」「保育情勢の動向」

◇ ◇
対象 保育・幼稚園職員、教育・福

祉関係者、保護者、学生など 費用
３，０００円（１日のみは２，０００円） 申込方
法 申込用紙に必要事項を書いて、９
月１日�～１０月１３日�（必着）までに郵
送（ファクス、Ｅメールでも可） ※ち
ゃいるどネット大阪のホームページか
ら申込用紙のダウンロード可。 ※手
話通訳が必要な方は事前申込。 ※分
科会は１歳６か月～就学前幼児の保育
あり（１人８００円で要予約・定員５～６
人）。 ※車での来場はご遠慮ください。
■申込・問合先 〒５４２・００１２大阪市
中央区谷町７―４―１５ 大阪府社会福祉会
館内ちゃいるどネット大阪 ０６（６７６４）
８１８１、�０６（６７６４）８１７８、Ｅメール
hello@c�rights�net.gr.jp
■申込用紙配布・問合先 �保育課

０６（４３０９）３１９５、�０６（４３０９）３８１７
�学校教育推進室 ０６（４３０９）３２６８、
�０６（４３０９）３８３８

９月から、下六万寺町ＮＴＴ枚岡社宅のステーションが廃止になり
ましたので、お知らせします。

１２日�
２６日�

１４日

２８日


５日�
１９日�

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：１０

西石切町７・オーク新石切

豊浦公民分館

シャルマンコーポ枚岡公園

善根寺町４・ＮＴＴ社宅

日下町４・マンハイム石切

日下町６・ＪＡ孔舎衙

盾津鴻池公民分館南

府営東鴻池第二住宅

島之内（メープルコート）

５日�
１９日�

６日�
２０日�

１３：４０～１４：１０

１３：３０～１４：００

１４：２０～１４：５０

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：４０～１６：１０

日下町丹波神社東

横小路メイ・トーラス

上石切町２・駅前公園

東大阪養護老人ホーム

西石切町２

（ダイアパレス横）

六万寺町桜井公民館南

上四条町ウマハギ

上四条町大池公園

新池島町２丁目

１３日�

２７日�

８日�

２２日�

７日


２１日


１３日�

２７日�

６日�

２０日�

１４：１０～１４：４０

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：００
１４：１０～１４：４０
１３：３０～１４：１０
１４：２０～１４：５０
１５：３０～１６：１０
１３：３０～１４：１０
１５：４０～１６：３０
１４：３０～１５：１０
１３：３０～１４：１０
１４：２０～１５：００
１５：３０～１６：１０
１３：３０～１４：００
１４：１０～１５：００
１５：３０～１６：１０

府営東大阪玉串住宅
若江東町２
・ライオンズマンション
横枕・春光園
高齢者サービスセンター
玉串西団地集会所前
玉串元町団地
岩田町６・プレジデント東大阪
花園西町公園
イズミヤ若江岩田店
若江本町北公園
中鴻池町２・三島温泉前
楠風荘稲荷神社横
鴻池町・寺嶋公園
川中岡崎医院南
加納アメリア集会所前
府営加納住宅集会所前

７日


２１日


１２日�

２６日�

１４日


２８日


１５日�

２９日�

８日�
２２日�

１３：２０～１４：００
１４：２０～１４：５０
１５：５０～１６：３０
１４：２０～１４：５０
１３：３０～１４：１０
１３：２０～１４：１０
１４：２０～１４：５０
１５：３０～１６：２０
１５：４０～１６：２０
１３：３０～１４：１０
１４：２０～１５：００
１５：３０～１６：３０
１３：３０～１４：００
１４：１０～１４：４０

１５：３０～１６：１０

１５：４０～１６：３０

三ノ瀬公民分館
中小阪・大和公園
八戸の里公園
市営鷺島住宅集会所前
市営島町住宅
金岡公園
柏田公園
新喜多公園
岸田堂南公園
西堤神社境内
川俣処理場東
府営稲田住宅
御厨天神社境内
新家西町第２公園
近江堂行政
サービスセンター

御厨東・五百石公園

■問合先 永和図書館 �０６（６７８１）５５００ �０６（６７８４）５６３０

すこやかな育ちを願って

大阪保育子育て人権研究集会

平成１８年９月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８６６号（１１）
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化
の
祭
典
に
、
あ
な
た
も

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

【
浄
瑠
璃
大
会
】

出
演

素
浄
瑠
璃
（
太
三
味

線
の
伴
奏
付
・
約
二
十
分
間
）

受
付

９
月
８
日
�
の
午
後
５

時
ま
で
に
吉
島
宅
（
花
園
東

町
二
―
七
―
二
八

０
７
２
・

９
６
２
・
３
７
２
１
）
で

問

合
先

素
義
幼
声
会
「
武
井
」

０
７
２（
９
６
１
）３
３
５
２

【
美
術
展
】

作
品

二
十
〜
五
十
号
の
洋

画
、
日
本
画
、
水
彩
画
（
未
発

表
の
も
の
で
、
必
ず
額
縁
と
つ

り
ひ
も
を
。
ガ
ラ
ス
入
り
の
額

縁
は
不
可
）

対
象

１５
歳
以

上
の
方

出
品
料

二
点
ま
で

三
千
円
（
三
点
目
か
ら
一
点
に

つ
き
五
百
円
加
算
。
一
人
五
点

ま
で
）

受
付

９
月
２４
日
�

の
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
に
市

民
美
術
セ
ン
タ
ー
で

問
合
先

美
術
協
会
「
甲
村
」

０
６

（
６
３
５
１
）
６
７
４
９

【
書
道
展
】

作
品

漢
字
、
か
な
、
調
和

て
ん

体
、
篆
刻
、
刻
字
（
未
発
表
の

も
の
）

※
漢
字
、
か
な
、
調

和
体
は
十
二
〜
十
六
平
方
尺
。

※
す
べ
て
額
装
（
ガ
ラ
ス
な

し
）
で
、縦
・
横
は
自
由
。
※

軸
、
巻
物
は
不
可
。

対
象

１５
歳
以
上
の
方

出
品
料

無

料
（
た
だ
し
年
会
費
三
千
円
が

必
要
。
一
人
一
点
の
み
）

受

付

１０
月
２４
日
�
の
午
前
１０
時

〜
正
午
に
市
民
美
術
セ
ン
タ
ー

で

問
合
先

書
道
協
会
「
村

上
」

０
７
２（
９
８
１
）７
２

２
２【

工
芸
展
】

作
品

金
工
、
木
竹
工
、
陶

芸
、
漆
芸
、
染
色
、
人
形
、
七

宝
ほ
か

出
品
料

一
点
二
千

円
（
一
点
増
す
ご
と
に
千
円
加

算
）

受
付

１０
月
１３
日
�
の

午
後
２
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
に

市
民
会
館
第
五
会
議
室
で

問

合
先

工
芸
協
会
「
角
谷
」

０
６
（
６
７
８
２
）
３
３
７
７

【
短
歌
大
会
】

参
加
費

一
首
千
円
（
郵
便

定
額
小
為
替
を
作
品
に
同
封
）

応
募
方
法

用
紙
（
自
由
）
の

右
半
分
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
、
左
半
分
に
短
歌
を
楷

書
で
書
い
て
、
１０
月
２０
日
�
ま

で
に
送
付

応
募
先

〒
５７７
・

０
８
０
９
永
和
三
―
二
―
一
一

田
井
中

問
合
先

歌
人
ク
ラ

ブ「
松
田
」
０
６（
６
７
２
７
）

９
４
４
６

【
川
柳
大
会
】

課
題

情
け
・
き
つ
い
・
ゼ

ロ
・
読
む
・
揺
れ
る
・
妻
・
線

（
各
題
二
句
）
参
加
費

千
五

百
円

受
付

１０
月
１５
日
�
の

午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
１
時
に

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で

問
合

先

川
柳
同
好
会
「
片
岡
」

０
７
２（
９
６
５
）１
３
４
１

【
俳
句
大
会
】

作
品

未
発
表
の
も
の
で
二

句
一
組
（
テ
ー
マ
は
自
由
）

参
加
費

一
組
千
円

受
付

１０
月
２２
日
�
の
正
午
〜
午
後
１

時
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で

問
合
先

市
民
俳
句
会「
杉
本
」

０
７
２
（
９
８
１
）
０
１
１
８

◇

◇

◇
問
合
先

社
会
教
育
セ
ン

タ
ー

０
６（
６
７
８
９
）４
１

０
０
、
�
０
６
（
６
７
８
９
）

５
２
１
２

８
月
２
日
、
日
新
高
校
吹

奏
楽
部
が
第
三
十
回
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
の
パ
レ

ー
ド
・
マ
ー
チ
ン
グ
部
門
に

出
場
し
、
京
都
市
内
を
力
強

く
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

部
員
た
ち
が
身
に
付
け
た

演
奏
服
は
、
約
三
十
年
に
わ

た
る
活
動
を
休
止
し
た
、
市

の
消
防
音
楽
隊
か
ら
譲
り
受

け
た
も
の
で
す
。

帽
子
を
か
ざ
す
振
り
付
け

を
取
り
入
れ
る
な
ど
工
夫
を

こ
ら
し
た
演
奏
に
、
沿
道
の

観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

部
長
の
吉
岡
み
ゆ
き
さ
ん

（
二
年
生
）
は
「
新
し
い
服
の

お
か
げ
で
堂
々
と
演
奏
が
で

き
ま
し
た
」
と
達
成
感
い
っ

ぱ
い
の
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

市
営
住
宅
（
空
き
家
）
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
申
込
資
格

次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
こ
と

▽
市
内
に
居
住
（
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
）
し
て
い

る
か
、
勤
務
し
て
い
る

▽
婚
約
者
、
内
縁
者
を
含
む

同
居
親
族
が
い
る

※
単
身
者
で
も
６０
歳
以
上（
た

だ
し
、
経
過
措
置
と
し
て
昭
和

３１
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
６０
歳
未
満
の
方
を
含
む
）、ま

た
は
障
害
者
な
ど
の
条
件
を
満

た
せ
ば
申
し
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る

※
持
ち
家
が
あ
る
方
は
、
原

則
と
し
て
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

▽
所
得
が
基
準
額
以
内
な
ど

◇
募
集
住
宅
・
入
居
対
象

▽
期
限
付
き
若
年
者
世
帯
向

け
住
宅
�
３５
歳
以
下
の
夫
婦
か
、

子
ど
も
を
持
つ
３５
歳
以
下
の
夫

婦
（
入
居
承
認
か
ら
十
年
後
に

は
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

▽
一
般
世
帯
向
け
住
宅
�
申

込
資
格
の
要
件
を
満
た
す
方（
た

だ
し
、
稲
田
鷺
島
住
宅
の
み
期

限
付
き
若
年
者
世
帯
向
け
住
宅

の
対
象
者
は
申
込
み
不
可
）

◇
応
募
用
紙
配
布

９
月
６

日
�
〜
２０
日
�（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
３０
分
に
、
住
宅
政
策

課
、
市
政
情
報
相
談
課
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事

務
所
で

◇
応
募
方
法

応
募
用
紙（
一

世
帯
一
通
）
に
必
要
事
項
を
書

き
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
所

定
の
封
筒
で
９
月
２０
日
�
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送

※
１０
月
１３
日
�
の
午
前
１０
時

か
ら
、
市
役
所
一
階
多
目
的
ホ

ー
ル
で
公
開
抽
選
を
行
い
、
仮

当
選
者
と
補
欠
仮
当
選
者
を
決

定
。後
日
入
居
審
査
を
し
ま
す
。

◇

◇

重
複
申
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、
資
格
要
件
な
ど
の

年
齢
は
、
今
年
の
９
月
２０
日
現

在
の
年
齢
で
す
。

◇
応
募
・
問
合
先

住
宅
政

策
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２

３
１
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
４

□
覚
悟
は
し
て
い
た
の
で
す
が
、
７
月
１２
日
に
市
長

に
就
任
し
て
か
ら
、「
毎
日
が
頭
の
運
動
会
」
の
よ
う

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
二
日
間
か
け
て
府
下
や
奈
良
県
の
各
団
体

へ
あ
い
さ
つ
に
回
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
通
算
二
十

六
時
間
に
わ
た
っ
て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
職
員
か
ら
経

過
と
課
題
説
明
を
受
け
る
事
務
引
継
ぎ
、
あ
い
さ
つ

に
来
ら
れ
た
各
種
団
体
役
員
へ
の
応
対
が
続
き
ま
す
。

ま
た
、
市
長
と
し
て
の
各
種
会
議
、
行
事
へ
の
出
席

の
仕
事
は
、
土
曜
、
日
曜
に
関
係
な
く
ど
ん
ど
ん
入

り
、
人
事
や
予
算
執
行
な
ど
の
市
長
決
裁
の
仕
事
も

押
し
寄
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
日
程
の
合
間
を
ぬ

っ
て
幹
部
職
員
と
懇
談
す
る
時
間
を
つ
く
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

市
長
の
仕
事
は
、
十
五
分
単
位
で
、
ひ
と
つ
の
テ

ー
マ
を
処
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。し
か
も
、

論
理
的
に
考
え
る
こ
と
と
合
わ
せ
、
相
手
の
思
い
を

感
じ
と
る
こ
と
の
両
方
が
必
要
な
の
で
す
。

□
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

地
域
経
済
や
く
ら
し
が
た
い
へ
ん
な
だ
け
に
、
一
人

ひ
と
り
が
、
真
剣
勝
負
で
毎
日
の
仕
事
に
あ
た
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
の
仕

事
は
、
こ
れ
に
応
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
市
民
の
く
ら
し
を
ま
も
る
」「
ム
ダ
使
い
を
し
な

い
」「
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
」
の
三
つ
の
基
準
を
も

と
に
、
仕
事
を
す
す
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

□
前
期
同
様
、市
長
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

市
長
と
し
て
市
民
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
み
な
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
も
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
。（
長
尾
淳
三
）

市長へのメールアドレス
mayor@city.higashiosaka.osaka.jp

一般世帯
向け住宅

１

４

５

４

１

※家賃は住宅と収入により異なりま
す。敷金は家賃の３か月分です。
※家賃の例 稲田鷺島住宅（３ＤＫ）

３０，４００円程度～６６，８００円程度、上小阪
東住宅（２ＤＫ）１５，５００円程度～２８，
０００円程度
※申し込める間取りは申込世帯人数
と住宅により異なります。

期限付き若
年者世帯向
け住宅

１

２

高井田

稲田鷺島

上小阪東

宝持西

楠根

東大阪市民文化祭日程表

開催場所
市民会館市民ホール
甲山森林公園（兵庫県西宮市）
市民美術センター
市民美術センター
市民会館市民ホール
青少年女性センター
市民美術センター
市民会館第５会議室
婦美会館（大阪市）
社会教育センター
市民会館市民ホール
市民会館大会議室
社会教育センター
市民美術センター
市民会館市民ホール
市民会館市民ホール
市民会館市民ホール
市民会館市民ホール
社会教育センター
社会教育センターまたは夢広場
市民会館市民ホール

※式典は、１１月３日�に市民美術センターで開催します。

開催日
９月２３日�
９月２３日�
１０月４日�～９日�
１０月４日�～９日�
１０月８日�
１０月１４日�
１０月１４日�、１５日�
１０月１４日�、１５日�
１０月１４日�、１５日�
１０月１５日�
１０月１５日�
１０月２１日�、２２日�
１０月２２日�
１０月２７日�～２９日�
１０月２９日�
１１月４日�
１１月５日�
１１月１２日�
１１月１９日�
１１月２５日�
１２月３日�

種 目
吟 詠 大 会
野 鳥 観 察 会
美 術 展
押 し 花 展
民 謡 大 会
浄 瑠 璃 大 会
茶 花 道 大 会
工 芸 展
水 石 展
川 柳 大 会
大 正 琴 演 奏 会
秋 の 山 草 展
俳 句 大 会
書 道 展
民 踊 ・ 民 舞 大 会
バレエフェスティバル
日本舞踊・新舞踊大会
三 曲 演 奏 会
短 歌 大 会
あみもの大会（ショー）
合 唱 祭

参加してみませんか

東大阪市民文化祭

全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会出出出出出出出出出出出出出出出出出出場場場場場場場場場場場場場場場場場場 市立日新高校吹奏楽部

市営住宅入居者を募集

高井田・稲田鷺島など

消
防
音
楽
隊
の
演
奏
服
で

京
都
を
パ
レ
ー
ド

（１２）第８６６号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年９月１日


